
一
頁

『
名
古
屋
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
第

輯
31

二
〇
一
八
年
二
月

應
劭
『
風
俗
通
義
』
怪
神
篇
訳
注
稿
（
下
）

道

家

春

代

本
稿
は
、
後
漢
應
劭
『
風
俗
通
義
』
第
九
、
怪
神
篇
の
訳
注
で

あ
る
。
（
上
）
は
『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第
三
十
輯

（
二
〇
一
七
年
三
月
）
に
掲
載
し
た
。
本
文
に
は
原
則
と
し
て
呉

樹
平
『
風
俗
通
義
校
釋
』
（
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
を

用
い
、
王
利
器
『
風
俗
通
義
校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
、

香
港
中
文
大
學
中
國
文
化
研
究
所
『
風
俗
通
義
逐
字
索
引
』
（
香
港

・
商
務
印
書
館
、
一
九
九
六
年
）
、
趙
泓
『
風
俗
通
義
全
訳
』
（
貴

州
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
、
及
び
季
嘉
玲
「
風
俗
通
義
校
注
」

（
『
臺
灣
師
範
大
學
研
究
所
集
刊
』
第
二
十
一
號
、
一
九
七
七
年
）

を
参
照
し
た
。
残
念
な
が
ら
朱
季
海
『
風
俗
通
義
校
箋
』
（
学
術
書

林
、
一
九
九
六
年
）
は
入
手
で
き
ず
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

目

次

９

世
間
多
有
亡
人
魄
持
其
家
語
聲
氣
，
所
説
良
是

世
間
亡
者
多
有
見
神

10

世
間
多
有
狗
作
變
怪

11

世
間
多
有
精
物
妖
怪
百
端

12

世
間
多
有
伐
木
血
出
以
爲
怪
者

13

世
間
多
有
蛇
作
怪
者

14

世
間
人
家
多
有
見
赤
白
光
爲
變
怪
者

15
９

世
間
多
有
亡
人
魄
持
其
家
語
聲
氣
，
所
説
良
是

謹
按
，
陳
國
張
漢
直(

１)

到
南
陽(

２)

從
京
兆
尹(

３)

延
叔
堅(

４)

讀
左
氏
傳
，
行
後
數
月
，
鬼
物
持
其
女
弟
言(

５)

，
「
我
痛
死(

６)

，

喪
在
陌
上
，
常
苦
饑
寒
。
操
一
量
不
借(

７)

，
挂
屋
後
楮
上
。
傅
子

方
送
我
五
百
錢
，
在
北
墉
中
，
皆
亡
取
之(

８)

。
又
買
李
幼
一
頭
牛
，

本
券
在
書
篋
中
。
」
往
求
索
之
，
悉
如
其
言
。
婦
尚
不
知
有
此
，
女

新
從
婿
家
來(

９)

，
非
其
所
及
，
家
人
哀
傷
，
益
以
爲
審
。
父
母
諸

弟
衰
絰
到
來
迎
喪(

)

，
去
精
舍
數
里
，
遇
漢
直
與
諸
生
十
餘
人
相

10

追(
)

。
漢
直
顧
見
其
家(

)

，
怪
其
如
此
。
家
見
漢
直
，
謂
其
鬼

11

12

也
。
惝
惘
良
久
，
漢
直
乃
前
爲
父
拜
，
説
其
本
末
，
且
悲
且
喜(

)

。

13
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二
頁

凡
所
聞
見
，
若
此
非
一
。

夫
死
者
，
澌
也(

)

，
鬼
者
，
歸
也
，
精
氣
消
越
，
骨
肉
歸
于
土

14

也(
)

。
夏
后
氏
用
明
器
，
殷
人
用
祭
器
，
周
人
兼
用
之
，
視
民
疑

15
也(

)
。
子
貢
問
孔
子
，
「
死
者
其
有
知
乎
。
」
曰
「
賜
，
爾
死
自
知

16
之
，
由
未
晩
也(

)

。
」
董
無
心(

)

云
「
杜
伯
死
，
親
射
宣
王
於
鎬

17

18

京(
)

。
」
予
以
爲
桀
、
紂
所
殺
，
足
以
成
軍
，
可
不
須
湯
、
武
之

19
衆(

)

。
古
事
既
察
，
且
復
以
今
驗
之
，
人
相
啖
食
，
甚
於
畜
生
，

20
凡
菜
肝
鱉
瘕
，
尚
能
病
人(

)

，
人
用
物
精
多(

)

，
有
生
之
最
靈

21

22

者
也(

)

，
何
不
芥
蔕
於
其
胸
腹
而
割
裂
之
哉
。
猶
死
者
無
知
審
矣
，

23

而
時
有
漢
直
爲
狗
鼠
之
所
爲
。

〔
注
〕

(

１)

『
太
平
廣
記
』
三
一
六
「
張
漢
直
」
は
「
出
風
俗
通
（
明
鈔
本
作
出
搜
神
記
）」

と
す
る
。
下
注
に
指
摘
す
る
以
外
に
も
文
字
の
異
同
が
あ
る
。
『
後
漢
書
』
郡

國
志
二
豫
州
「
陳
國
，
高
帝
置
爲
淮
陽
，
章
和
二
年
（
八
八
）
改
。
雒
陽
東
南

七
百
里
。」

(

２)

郡
國
志
四
荊
州
「
南
陽
郡
，
秦
置
。
雒
陽
南
七
百
里
。」

(

３)

郡
國
志
一
司
隷
「
京
兆
尹
，
秦
内
史
，
武
帝
改
。
其
四
縣
，
建
武
十
五
年

（
三
九
）
屬
。
雒
陽
西
九
百
五
十
里
。
」
劉
昭
注
「
決
錄
注
曰
京
，
大
也
。
天

子
曰
兆
民
。
」『
後
漢
書
』
百
官
志
四
「
司
隷
所
部
郡
七
。
河
南
尹
一
人
，
主
京

都
，
特
奉
朝
請
。
其
京
兆
尹
、
左
馮
翊
、
右
扶
風
三
人
，
漢
初
都
長
安
，
皆
秩

中
二
千
石
，
謂
之
三
輔
。
中
興
都
雒
陽
，
更
以
河
南
郡
爲
尹
，
以
三
輔
陵
廟
所

在
，
不
改
其
號
，
但
減
其
秩
，
其
餘
弘
農
、
河
内
、
河
東
三
郡
。」

(

４)

『
後
漢
書
』
呉
延
史
盧
趙
列
傳
「
延
篤
字
叔
堅
，
南
陽
犨
人
也
。
少
從
潁
川

唐
溪
典
受
左
氏
傳
，
旬
日
能
諷
之
，
典
深
敬
焉
。
又
從
馬
融
受
業
，
博
通
經
傳

及
百
家
之
言
，
能
著
文
章
，
有
名
京
師
。･

･
･

桓
帝
以
博
士
徵
，
拜
議
郞
，
與

朱
穆
、
邊
韶
共
著
作
東
觀
。
稍
遷
侍
中
。･

･
･

遷
左
馮
翊
，
又
徙
京
兆
尹
。･

･･

篤
以
病
免
歸
，
教
授
家
巷
。･

･
･

後
遭
黨
事
禁
錮
。
永
康
元
年
（
一
六
七
），
卒

于
家
。
鄕
里
圖
其
形
于
屈
原
之
廟
。」

(

５
）『
太
平
廣
記
』「
鬼
物
持
其
妹
，
爲
之
揚
言
曰
」
に
作
る
。『
史
記
』
留
侯
世

家
「
太
史
公
曰
學
者
多
言
無
鬼
神
，
然
言
有
物
。
」
索
隱
「
按
，
物
謂
精
怪
及

藥
物
也
。」

(

６)

『
太
平
廣
記
』「
痛
」
を
「
病
」
に
作
る
。

(

７)

『
太
平
廣
記
』「
操
一
三
量
不
借
」
に
作
る
。『
方
言
』「
絲
作
之
者
謂
之
履
，

麻
作
之
者
謂
之
不
借
。
」『
儀
禮
』
喪
服
「
繩
屨
者
，
繩
菲
也
」
鄭
注
「
繩
菲
，

今
時
不
借
也
。」
疏
「
漢
時
謂
之
不
借
者
，
此
凶
荼
屨
，
不
得
從
人
借
，
亦
不

得
借
人
。
」『
古
今
注
』
輿
服
「
不
借
者
草
履
也
。
以
其
輕
賤
易
得
，
故
人
人
自

有
，
不
假
借
於
人
，
故
名
不
借
也
。
又
漢
文
帝
履
不
借
視
朝
。
」『
詩
經
』
齊
風

南
山
「
葛
屨
五
兩
，
冠
緌
雙
止
。
」「
量
」
と
「
兩
」
は
音
が
同
じ
で
通
用
し
た
。

(

８)

『
太
平
廣
記
』「
亡
」
を
「
忘
」
に
作
る
。

(

９)

『
太
平
廣
記
』「
妹
新
歸
寧
」
に
作
る
。

(
)

『
太
平
廣
記
』「
父
母
兄
弟
椎
結
迎
喪
」
に
作
る
。『
儀
禮
』
喪
服
「
喪
服
，

10斬
衰
裳
，
苴
絰
、
杖
、
絞
帶
，
冠
繩
纓
，
菅
屨
者
。
傳
曰
斬
者
何
，
不
緝
也
。

苴
絰
者
麻
之
有
䔈
者
也
。
」
鄭
注
「
凡
服
，
上
曰
衰
，
下
曰
裳
。
麻
在
首
在
要

皆
曰
絰
，
絰
之
言
實
也
。
明
孝
子
有
忠
實
之
心
，
故
爲
制
此
服
焉
。」

(
)

『
太
平
廣
記
』「
遇
漢
直
與
諸
生
相
隨
」
に
作
る
。

11

(
)

『
太
平
廣
記
』「
其
家
」
を
「
家
人
」
に
作
る
。

12

(
)

上
四
句
『
太
平
廣
記
』「
惝
怳
有
間
，
漢
直
乃
前
，
爲
父
説
其
本
末
如
此
，

13
得
知
妖
物
之
爲
」
に
作
り
、
こ
こ
で
終
わ
る
。

(
)

『
禮
記
』
曲
禮
下
「
庶
人
曰
死
。」
鄭
注
「
死
之
言
澌
也
，
精
神
澌
盡
也
。」

14
『
説
文
解
字
』「
死
，
澌
也
。
人
所
離
也
。」
同
「
澌
，
水
索
也
。」
段
注
「
方

言
曰
澌
，
索
也
。
郭
注
云
盡
也
。
」『
白
虎
通
義
』
崩
薨
「
庶
人
曰
死
，
魂
魄
去

亡
，
死
之
爲
言
澌
，
精
氣
窮
也
。
」

(
)

『
漢
書
』
楊
胡
朱
梅
云
傳
「
（
楊
）
王
孫
報
（
祁
侯
）
曰
『･

･
･

且
吾
聞
之
，

15精
神
者
天
之
有
也
，
形
骸
者
地
之
有
也
，
精
神
離
形
，
各
歸
其
眞
，
故
謂
之
鬼
。
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三
頁

鬼
之
爲
言
歸
也
。
』」『
説
文
解
字
』「
鬼
，
人
所
歸
爲
鬼
。」

(
)

『
禮
記
』
壇
弓
上
「
仲
憲
言
於
曾
子
曰
『
夏
后
氏
用
明
器
，
示
民
無
知
也
。

16
殷
人
用
祭
器
，
示
民
有
知
也
。
周
人
兼
用
之
，
示
民
疑
也
。
』
曾
子
曰
『
其
不

然
乎
，
其
不
然
乎
。
夫
明
器
，
鬼
器
也
。
祭
器
，
人
器
也
。
夫
古
之
人
胡
爲
而

死
其
親
乎
。
』」

(
)

『
説
苑
』
辨
物
「
子
貢
問
孔
子
『
死
人
有
知
無
知
也
。
』
孔
子
曰
『
吾
欲
言

17死
者
有
知
也
，
恐
孝
子
順
孫
妨
生
以
送
死
也
。
欲
言
無
知
，
恐
不
孝
子
孫
棄
不

葬
也
。
賜
欲
知
死
人
有
知
將
無
知
也
，
死
徐
自
知
之
，
猶
未
晩
也
。』」

(
)

『
漢
書
』
藝
文
志
諸
子
儒
家
「
董
子
一
篇
。
名
無
心
，
難
墨
子
。」

18

(
)

宣
王
は
幽
王
の
父
。『
國
語
』
周
語
上
「
（
惠
王
）
十
五
年
，
有
神
降
於
莘
，

19王
問
於
内
史
過
，
曰
『
是
何
故
，
固
有
之
乎
。
』
對
曰
『
有
之
。･･
･

周
之
興
也
，

鸑
鷟
鳴
於
岐
山
，
其
衰
也
，
杜
伯
射
王
於
鄗
。
是
皆
明
神
之
志
者
也
。
』」
韋
昭

注
「
鄗
，
鄗
京
也
。
杜
國
，
伯
爵
，
陶
唐
氏
之
後
也
。
周
春
秋
曰
『
宣
王
殺
杜

伯
而
不
辜
，
後
三
年
，
宣
王
會
諸
侯
田
于
囿
，
日
中
，
杜
伯
起
於
道
左
，
衣
朱

衣
，
冠
朱
冠
，
操
朱
弓
、
朱
矢
射
宣
王
，
中
心
折
脊
而
死
也
。
』
」『
墨
子
』
明

鬼
下
「
今
執
無
鬼
者
言
曰
『
夫
天
下
之
爲
聞
見
鬼
神
之
物
者
，
不
可
勝
計
也
，

亦
孰
爲
聞
見
鬼
神
有
無
之
物
哉
。
』
子
墨
子
言
曰
『
若
以
衆
之
所
同
見
，
與
衆

之
所
同
聞
，
則
若
昔
者
杜
伯
是
也
。
周
宣
王
殺
其
臣
杜
伯
而
不
辜
。
杜
伯
曰
吾

君
殺
我
而
不
辜
。
若
以
死
者
爲
無
知
，
則
止
矣
。
若
死
而
有
知
，
不
出
三
年
，

必
使
吾
君
知
之
。
其
三
年
，
周
宣
王
合
諸
侯
而
田
於
圃
，
田
車
數
百
乘
，
從
數

千
人
滿
野
。
日
中
，
杜
伯
乘
白
馬
素
車
，
朱
衣
冠
，
執
朱
弓
，
挾
朱
矢
，
追
周

宣
王
，
射
之
車
上
，
中
心
折
脊
，
殪
車
中
，
伏
弢
而
死
。
當
是
之
時
，
周
人
從

者
莫
不
見
，
遠
者
莫
不
聞
，
著
在
周
之
春
秋
。
』」

(

）「
予
」
も
と
「
子
」
に
作
る
。
呉
樹
平
，
盧
文
弨
『
羣
書
拾
補
』
に
従
い
改

20め
る
。
王
利
器
は
改
め
ず
、『
論
衡
』
な
ど
に
よ
り
、「
杜
伯
死
」
以
下
「
可
不

須
湯
、
武
之
衆
」
ま
で
を
董
無
心
が
墨
子
の
徒
纏
子
を
論
難
す
る
語
と
す
る
。

(
)

王
利
器
「
菜
肝
」
を
「
馬
肝
」
で
は
な
い
か
と
し
、『
史
記
』
封
禪
書
「
文

21成
食
馬
肝
而
死
」
な
ど
「
馬
肝
」
を
食
べ
て
病
気
に
な
っ
た
り
死
ん
だ
り
し
た

例
を
引
く
。
「
瘕
」
呉
樹
平
は
「
蝦
」
の
假
借
と
す
る
。
王
利
器
は
「
鱉
瘕
」

を
未
詳
と
い
い
、『
史
記
』
扁
鵲
倉
公
列
傳
に
見
え
る
「
臨
淄
氾
里
女
子
薄
吾
」

が
罹
っ
た
「
蟯
瘕
」
と
い
う
病
に
似
た
も
の
と
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
寄
生

虫
な
ど
に
よ
る
食
中
毒
と
考
え
ら
れ
る
。

(
)

『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
七
年
「
子
産
曰
『
能
人
生
始
化
曰
魄
，
既
生
魄
陽
曰

22魂
，
用
物
精
多
，
則
魂
魄
強
。
是
以
有
精
爽
至
於
神
明
。」

(
)

『
尚
書
』
泰
誓
上
「
惟
天
地
，
萬
物
父
母
，
惟
人
，
萬
物
之
靈
也
。
」
孔
傳

23「
靈
，
神
也
。
天
地
所
生
，
惟
人
爲
貴
。
」『
漢
書
』
刑
法
志
「
夫
人
宵
天
地
之

貌
，
懷
五
常
之
性
，
聰
明
精
粹
，
有
生
之
最
靈
者
也
。」

〔
訳
〕

謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。
陳
国
の
張
漢
直
は
元
京
兆
尹
の
延

篤
字
叔
堅
に
師
事
し
て
『
春
秋
左
氏
傳
』
を
学
ぶ
た
め
に
南
陽
に

行
っ
た
。
行
っ
て
数
カ
月
後
，
彼
の
霊
が
妹
に
憑
依
し
て
言
う
に

は
、
「
私
は
病
気
で
死
に
、
亡
骸
が
道
端
で
飢
え
と
寒
さ
に
苦
し
ん

で
い
ま
す
。
生
前
草
履
を
一
足
編
ん
で
家
の
裏
の
軒
に
掛
け
て
お

き
ま
し
た
。
傅
子
方
が
く
れ
た
五
百
銭
を
北
の
壁
の
な
か
に
お
き

ま
し
た
。
両
方
と
も
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
李

幼
か
ら
牛
一
頭
を
買
い
ま
し
て
、
そ
の
証
文
が
文
箱
の
中
に
入
れ

て
あ
り
ま
す
」
。
家
人
が
行
っ
て
探
す
と
す
べ
て
言
う
と
お
り
だ
っ

た
。
漢
直
の
妻
も
こ
れ
ら
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
し
、
妹

は
婚
家
か
ら
里
帰
り
し
た
ば
か
り
な
の
で
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
い

た
は
ず
は
な
い
。
家
族
は
本
物
の
漢
直
の
霊
だ
と
信
じ
こ
み
、
そ

の
死
を
悲
し
み
傷
ん
だ
。
父
母
と
弟
た
ち
が
喪
服
を
着
て
亡
骸
を

迎
え
に
行
く
と
、
学
舎
か
ら
数
里
の
と
こ
ろ
で
漢
直
が
同
輩
た
ち

と
連
れ
だ
っ
て
歩
い
て
い
る
の
に
出
会
し
た
。
漢
直
は
家
族
の
姿

を
見
て
何
が
起
こ
っ
た
の
か
い
ぶ
か
っ
た
。
家
族
の
ほ
う
は
漢
直
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四
頁

を
見
て
幽
霊
だ
と
思
い
、
し
ば
ら
く
驚
き
怖
れ
て
い
た
。
そ
こ
で

漢
直
か
ら
進
み
出
て
父
に
拝
礼
を
し
た
。
い
き
さ
つ
を
話
す
と
、

悲
し
む
や
ら
喜
ぶ
や
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
よ
く
見

聞
き
す
る
こ
と
で
、
一
事
や
そ
こ
ら
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
「
死
」
と
は
「
澌
」（
精
気
が
尽
き
る
）
で
あ
り
、「
鬼
」

と
は
「
帰
」
（
本
来
の
場
所
に
帰
る
）
で
あ
る
。
精
気
が
消
滅
す
る

と
骨
肉
は
土
に
帰
る
の
だ
。
夏
后
氏
の
人
々
は
（
死
者
に
は
知
覚

が
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
）
副
葬
品
に
明
器
（
実
際
に
は
使
え

な
い
生
活
用
品
の
レ
プ
リ
カ
）
を
用
い
、
殷
の
人
々
は
（
知
覚
が

あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
）
祭
器
（
実
物
）
を
用
い
た
。
周
の
人

々
は
両
方
を
用
い
た
が
、
そ
れ
は
周
の
民
が
死
者
に
知
覚
が
あ
る

か
な
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
子
貢
が
孔
子
に
「
死

者
に
は
知
覚
が
あ
り
ま
す
か
」
と
問
う
と
、
孔
子
は
「
賜
よ
、
お

ま
え
が
死
ん
だ
と
き
に
自
ず
と
わ
か
る
だ
ろ
う
か
ら
、
答
え
は
そ

の
時
で
も
遅
く
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
答
え
明
言
し
な
か
っ
た
。
董

無
心
の
書
に
「
周
の
宣
王
は
無
実
の
杜
伯
を
殺
し
た
。
そ
の
三
年

後
、
杜
伯
の
幽
霊
が
鎬
京
の
郊
外
に
現
れ
、
猟
を
す
る
宣
王
を
自

ら
射
殺
し
た
」
と
あ
る
。
し
か
し
私
が
考
え
る
に
、
夏
桀
王
、
殷

紂
王
に
殺
さ
れ
た
も
の
は
軍
隊
を
作
れ
る
ほ
ど
多
か
っ
た
の
だ
か

ら
、
（
杜
伯
の
話
が
本
当
な
ら
）
殷
湯
王
、
周
武
王
の
軍
勢
が
彼
ら

を
倒
す
の
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
（
杜
伯
の
よ
う
に
）
殺
せ
た
だ
ろ

う
。
（
こ
の
よ
う
に
）
古
代
の
事
件
で
も
（
死
者
に
知
覚
が
な
い
こ

と
は
）
分
か
る
し
、
ま
た
現
代
の
こ
と
で
も
検
証
で
き
る
。
（
た
と

え
ば
）
人
が
互
い
に
食
い
合
う
の
は
畜
生
の
共
食
い
よ
り
多
い
。

馬
の
肝
、
ス
ッ
ポ
ン
、
え
び
な
ど
を
食
べ
て
も
人
は
食
中
毒
に
な

る
。
人
は
精
気
が
多
く
、
万
物
の
霊
長
で
あ
る
。
そ
ん
な
人
間
が

食
べ
ら
れ
た
ら
ど
う
し
て
食
べ
た
人
の
胸
腹
を
塞
い
で
張
り
裂
か

な
い
の
か
。
死
者
に
知
覚
が
な
い
の
は
こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

だ
。
あ
の
時
妹
に
と
り
つ
い
た
漢
直
の
霊
は
（
霊
で
は
な
く
）
狗

か
鼠
が
や
っ
た
悪
さ
で
あ
ろ
う
。

世
間
亡
者
多
有
見
神(

１)

10
世
間
亡
者
多
有
見
神
，
語
言
飮
食
，
其
家
信
以
爲
是
，
益
用
悲

傷
。謹

按
，
司
空(

２)

南
陽
來
季
德
停
喪
在
殯(

３)

，
忽
然
坐
祭
牀
上

(

４)

，
顏
色
服
飾
聲
氣
熟
是
也
。
孫
兒
婦
女
以
次
教
誡(

５)

，
事
有

條
貫
，
鞭
撻(

６)

奴
婢
，
皆
得
其
過
，
飮
食
飽
滿(

７)

，
辭
訣
而
去
。

家
人
大
哀
剥
斷
絶(

８)

，
如
是
三
四(

９)

，
家
益
厭
苦
。
其
後
飮
醉

形
壞(

)

，
但
得
老
狗
，
便
朴
殺
之(

)

，
推
問
里
頭
，
沽
酒
家
狗

10

11

(
)

。

12〔
注
〕

(

１)

原
「
世
間
」
か
ら
「
悲
傷
」
ま
で
を
標
題
と
す
る
が
、
呉
樹
平
は
す
べ
て

本
文
と
し
、
初
一
句
を
採
っ
て
標
題
と
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。

(

２)

『
後
漢
書
』
百
官
志
一
「
司
空
，
公
一
人
。
本
注
曰
掌
水
土
事
。」

(

３
）
来
季
徳
の
六
世
の
祖
来
歙
は
光
武
帝
の
姻
戚
で
中
興
の
功
臣
。
祖
父
稜
は

明
帝
の
女
武
安
公
主
を
尚
し
、
父
定
は
安
帝
の
妹
平
氏
長
公
主
を
尚
す
。
『
後

漢
書
』
李
王
鄧
來
列
傳
「
來
歙
字
君
叔
，
南
陽
新
野
人
也
。･

･
･

定
卒
，
子
虎

嗣
，
桓
帝
時
爲
屯
騎
校
尉
。
弟
豔
字
季
德
，
少
好
學
下
士
，
開
館
養
徒
。
少
歷

顯
位
，
靈
帝
時
，
再
遷
司
空
。」
孝
靈
帝
紀
「
建
寧
四
年
（
一
七
一
）
夏
四
月
，

太
常
來
豔
爲
司
空
。
五
月
，
河
東
地
裂
，
雨
雹
，
山
水
暴
出
。
秋
七
月
，
司
空

來
豔
免
。･

･
･

光
和
元
年
（
一
七
八
）
夏
四
月
丙
辰
，
地
震
。
侍
中
寺
雌
雞
化
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五
頁

爲
雄
。
司
空
陳
耽
免
，
太
常
來
豔
爲
司
空
。･

･
･

九
月･

･
･

司
空
來
豔
薨
。
」
こ

の
話
は
『
搜
神
記
』
一
八
に
見
え
る
。
『
太
平
廣
記
』
四
三
八
は
「
南
陽
來
季

德
」
を
「
東
萊
李
德
」
に
作
り
、
出
典
を
「
搜
神
記
」
と
す
る
。

(

４)
『
搜
神
記
』「
忽
然
見
形
，
坐
祭
床
上
」
に
作
る
。

(

５
）『
搜
神
記
』「
誡
」
，「
戒
」
に
作
る
。

(

６)

『
搜
神
記
』「
鞭
朴
」
に
作
る
。

(

７)

『
搜
神
記
』「
飮
食
既
絶
」
に
作
る
。

(

８)

『
搜
神
記
』「
家
人
大
小
，
哀
割
斷
絶
」
に
作
る
。

(

９)

『
搜
神
記
』「
如
此
數
年
」
に
作
る
。

(
)

『
搜
神
記
』「
其
後
飮
酒
過
多
，
醉
而
形
露
」
に
作
る
。

10

(
)

『
搜
神
記
』「
便
共
打
殺
」
に
作
る
。

11

(
)

『
搜
神
記
』「
因
推
問
之
，
則
里
中
沽
酒
家
狗
也
」
に
作
る
。

12〔
訳
〕

世
間
に
は
亡
者
が
神
霊
と
な
っ
て
現
れ
、
言
葉
を
話
し
飲
食
を

し
、
そ
の
家
の
人
が
す
っ
か
り
本
物
だ
と
信
じ
込
み
、
ま
す
ま
す

悲
し
み
を
強
め
る
と
い
う
事
が
よ
く
あ
る
。

謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。
司
空
の
南
陽
郡
の
来
季
徳
が
亡
く

な
り
、
納
棺
し
て
殯
を
し
て
い
る
と
、
突
然
本
人
が
姿
を
現
し
て

祭
壇
の
上
に
座
っ
た
。
顔
つ
き
、
服
装
、
声
は
そ
っ
く
り
そ
の
ま

ま
だ
っ
た
。
孫
や
子
、
妻
や
娘
た
ち
に
筋
道
だ
っ
た
説
教
を
し
、

奴
婢
た
ち
が
過
失
を
犯
す
と
む
ち
打
っ
た
。
飲
食
し
て
腹
一
杯
に

な
る
と
、
別
れ
を
告
げ
て
去
っ
た
。
家
人
た
ち
は
別
れ
を
死
ぬ
ほ

ど
悲
し
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
三
、
四
回
繰
り
返
さ
れ
、
家

人
た
ち
は
だ
ん
だ
ん
嫌
気
が
さ
し
て
き
た
。
そ
の
後
酔
い
つ
ぶ
れ

て
人
の
形
が
壊
れ
る
と
、
そ
の
正
体
は
な
ん
と
老
犬
だ
っ
た
。
す

ぐ
さ
ま
撲
殺
し
、
町
中
を
調
べ
る
と
、
酒
を
売
る
店
の
犬
だ
っ
た
。

世
間
多
有
狗
作
變
怪(

１)

11
世
間
多
有
狗
作
變
怪
，
朴
殺
之
，
以
血
塗
門
戸
，
然
衆(

２)

得
咎

殃
。謹

按
，
桂
陽
太
守
汝
南
李
叔
堅(

３)

，
少
時
爲
從
事(

４)

，
在
家
，

狗
如
人
立
行
，
家
言
當
殺
之(

５)

。
叔
堅
云
「
犬
馬
諭
君
子(

６)

，

狗
見
人
行
，
效
之
何
傷
。
」
叔
堅
見
縣
令
還
，
解
冠
榻
上(

７)

，
狗

戴
持
走
，
家
大
驚
愕
。
復
云
「
誤
觸
冠
，
冠
纓
挂
著
之
耳
。
」
狗
於

竈
前
蓄
火
，
家
益
怔
忪(

８)

。
復
云
「
兒
婢
皆
在
田
中
，
狗
助
蓄
火
，

幸
可
不
煩
鄰
里
，
此
有
何
惡
。
」
里
中
相
罵
不
言
無
狗
怪(

９)

，
遂

不
肯
殺
。
後
數
日
，
狗
自
暴
死
，
卒
無
纖
介
之
異
。
叔
堅
辟
太
尉

掾(
)

、
固
陵
長(

)

、
原
武
令(

)

，
終
享
大
位
。
子
條
蜀
郡
都

10

11

12

尉(
)

，
威
龍
司
徒
掾(

)

。

13

14

凡
變
怪
，
皆
婦
女
下
賤
。
何
者
，
小
人
愚
而
善
畏
，
欲
信
其
説
，

類
復
裨
增
，
文
人
亦
不
證
察(

)

，
與
倶
悼
懾(

)

，
邪
氣
承
虛
，

15

16

故
速
咎
證
。
易
曰
「
其
亡
，
斯
自
取
災(

)

。
」
若
叔
堅
者
，
心
固

17

於
金
石
，
妖
至
而
不
懼
，
自
求
多
福(

)

，
壯
矣
乎
。

18

昔
晉
文
公
出
獵(

)

，
見
大
蛇
，
高
如
隄
，
其
長
竟
路(

)

。
文

19

20

公
曰
「
天
子
見
妖(

)

則
修
德
，
諸
侯
修
政
，
大
夫
修
官
，
士
修
身
。
」

21

乃
卽
齋
館
，
忘
食
與
寢
，
請
廟
曰
「
孤
犧
牲
瘯
蠡(

)

，
幣
帛
不
厚

22

(
)

，
罪
一
也
。
遊
逸
無
度
，
不
卹
國
政
，
罪
二
也
。
賦
役
重
數
，

23刑
罰
懆
剋
，
罪
三
也
。
有
三
罪
矣(

)

，
敢
逃
死
乎
。
」
其
夜
守
蛇

24

吏
夢
天
殺
蛇
，
曰
「
何
故
當
聖
君
道
爲
。
」
及
明
視
之
，
則
已
臭
爛

(
)

。

25
武
帝
時
迷
於
鬼
神
，
尤
信
越
巫(

)

，
董
仲
舒
數
以
爲
言
。
武
帝

26
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六
頁

欲
驗
其
道
，
令
巫
詛
仲
舒
，
仲
舒
朝
服
南
面
，
誦
詠
經
論
，
不
能

傷
害
，
而
巫
者
忽
死
。

〔
注
〕

(

１)
原
「
世
間
」
か
ら
「
咎
殃
」
ま
で
を
標
題
と
す
る
が
、
呉
樹
平
は
す
べ
て

本
文
と
し
、
初
一
句
を
採
っ
て
標
題
と
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。

(

２)

盧
文
弨
『
羣
書
拾
補
』
は
「
衆
」
を
「
免
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
し
、

呉
樹
平
は
そ
れ
を
支
持
す
る
が
、
王
利
器
は
否
定
し
「
衆
」
は
「
終
」
と
古
通

ず
、
と
い
う
。
呉
樹
平
に
従
う
。

(

３)

『
後
漢
書
』
郡
國
志
四
荊
州
「
桂
陽
郡
，
高
帝
置
。」
郡
國
志
二
豫
州
「
汝

南
郡
，
高
帝
置
。
」「
李
叔
堅
」
は
未
詳
。
『
搜
神
記
』
一
八
に
同
じ
話
が
見
え

る
。
『
藝
文
類
聚
』
九
四
、
『
太
平
御
覽
』
九
〇
五
、『
太
平
廣
記
』
四
三
八
は

み
な
『
風
俗
通
』
を
出
典
と
し
て
引
く
。
『
藝
文
類
聚
』
は
「
李
」
を
「
韋
」

に
作
る
。
下
注
に
指
摘
し
た
以
外
に
も
『
搜
神
記
』
等
と
文
字
の
異
同
が
あ
る
。

(

４)

『
意
林
』「
少
時
作
州
從
事
」
に
作
る
。『
後
漢
書
』
百
官
志
五
「
建
武
十
八

年
（
四
二
），
復
爲
刺
史
。
十
二
人
各
主
一
州
，
其
一
州
屬
司
隷
校
尉
。･

･･

皆

有
從
事
史
、
假
佐
。
本
注
曰
員
職
略
與
司
隷
同
，
無
都
官
從
事
，
其
功
曹
從
事

爲
治
中
從
事
。」

(

５
）『
太
平
廣
記
』「
其
家
犬
忽
人
立
而
行
，
家
人
咸
請
殺
之
」
に
作
る
。

(

６)

『
春
秋
公
羊
傳
』
桓
公
十
六
年
「
屬
負
茲
舍
」
何
休
注
「
屬
，
託
也
。
天
子

有
疾
稱
不
豫
，
諸
侯
稱
負
茲
，
大
夫
稱
犬
馬
，
士
稱
負
薪
。」

(

７)

『
藝
文
類
聚
』「
叔
堅
爲
縣
令
還
，
解
冠
榻
上
」
、『
意
林
』「
叔
堅
作
縣
令
，

解
冠
榻
上
」
、『
太
平
廣
記
』「
後
叔
堅
解
冠
榻
上
」
、『
搜
神
記
』「
頃
之
」
に
作

る
。『
藝
文
類
聚
』
に
よ
っ
て
訳
す
。

(

８)

『
藝
文
類
聚
』
「
狗
又
上
竈
，
家
益
怪
」
に
、『
意
林
』
「
犬
復
與
人
竈
前
畜

火
，
鄰
里
告
之
」
に
、『
太
平
廣
記
』「
犬
尋
又
於
竈
前
畜
火
，
家
人
益
驚
愕
」

に
作
る
。
『
潛
符
論
』
救
邊
「
旬
時
之
間
，
虜
復
爲
害
，
軍
書
交
馳
，
羽
檄
狎

至
，
乃
復
怔
忪
如
前
。
」
汪
繼
培
箋
「
方
言
曰
『
佂
伀
，
遑
遽
也
。
江
浙
之
間
，

凡
窘
猝
怖
遽
，
謂
之
佂
伀
。』
怔
忪
與
佂
伀
同
。」

(

９)

『
搜
神
記
』
等
、
皆
こ
の
句
無
し
。

(
)

百
官
志
一
「
太
尉
，
公
一
人
。
本
注
曰
掌
四
方
兵
事
功
課
，
歳
盡
卽
奏
其

10殿
最
而
行
賞
罰
。･･

･

長
史
一
人
，
千
石
。･･

･

掾
史
屬
二
十
四
人
。」

(
)

郡
國
志
二
豫
州
「
陳
國
，
高
帝
置
爲
淮
陽
，
章
和
二
年
（
八
八
）
改
。
雒

11陽
東
南
七
百
里
。･

･
･

陽
夏
，
有
固
陵
聚
。」
劉
昭
注
「
史
記
高
祖
五
年
，
追
項

籍
至
固
陵
，
晉
灼
漢
書
注
云
汝
南
固
始
縣
。
」
百
官
志
五
「
每
縣
、
邑
、
道
，

大
者
置
令
一
人
，
千
石
。
其
次
置
長
，
四
百
石
。
小
者
置
長
，
三
百
石
。」

(
)

郡
國
志
一
司
隷
「
河
南
尹
，
秦
三
川
郡
，
高
帝
更
名
。
世
祖
都
雒
陽
，
建

12武
十
五
年
（
三
九
）
改
曰
河
南
尹
。･

･･

原
武
。」

(
)

『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
上
「
郡
尉
，
秦
官
。
掌
佐
守
典
武
職
甲
卒
，
秩
比
二

13
千
石
。
有
丞
，
秩
皆
六
百
石
。
景
帝
中
二
年
，
更
名
都
尉
。
」
百
官
志
五
「
中

興
建
武
六
年
（
三
〇
）
，
省
諸
郡
都
尉
，
幷
職
太
守
，
無
都
試
之
役
，
省
關
都

尉
，
唯
邊
郡
往
往
置
都
尉
及
屬
國
都
尉
，
稍
有
分
縣
，
治
民
比
郡
。」『
後
漢
書
』

孝
安
帝
紀
「
永
初
元
年
（
一
〇
七
）
春
正
月
，･

･
･

蜀
郡
徼
外
羌
内
屬
。
戊
寅
，

分
犍
爲
南
部
爲
屬
國
都
尉
。･

･
･

延
光
二
年
（
一
二
三
）
春
正
月
，
旄
牛
夷
叛
，

寇
靈
關
，
殺
縣
令
。
益
州
刺
史
蜀
郡
西
部
都
尉
討
之
。･

･
･

是
歳
，
分
蜀
郡
西

部
爲
屬
國
都
尉
。」

(
)

百
官
志
一
「
司
徒
，
公
一
人
。
本
注
曰
掌
人
民
事
。･

･
･

長
史
一
人
，
千

14石
。
掾
屬
三
十
一
人
。」

(
)

呉
樹
平
、
史
樹
青
先
生
の
「
文
人
」
は
「
大
人
」
の
譌
り
と
す
る
説
を
引

15き
、『
羣
書
拾
補
』
が
「
丈
人
」
と
改
作
す
る
の
を
否
定
す
る
。「
大
人
」
と
し

て
訳
す
。

(
)

『
國
語
』
晉
語
二
「
隱
悼
播
越
，
託
在
草
莽
，
未
有
所
依
。
」
韋
昭
注
「
隱
，

16
憂
也
。
悼
，
懼
也
。」

(
)

『
易
』
否
卦
「
九
五
，
休
否
，
大
人
吉
。
其
亡
其
亡
，
繫
于
苞
桑
。
」
旅
卦

17「
初
六
，
旅
，
瑣
瑣
。
斯
其
所
取
災
。」

(
)

『
詩
經
』
大
雅
文
王
「
無
念
爾
祖
，
聿
脩
厥
德
。
永
言
配
命
，
自
求
多
福
。
」

18
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七
頁

(
)

こ
の
段
落
と
次
の
段
落
の
内
容
は
標
題
に
合
わ
な
い
。
或
い
は
別
の
條
が

19紛
れ
込
ん
だ
か
。
呉
樹
平
は
「
謹
按
」
以
下
が
「
朴
殺
之
，
以
血
塗
門
戸
，
然

衆
得
咎
殃
」
と
関
係
が
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
と
ま
っ
た
脱
漏
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
指
摘
す
る
。「
晋
文
公
」
の
故
事
は
、
賈
誼
『
新
書
』
春
秋
、
劉
向
『
新

序
』
雜
事
に
も
見
え
る
。

(

）『
新
書
』「
前
驅
還
白
，
前
有
大
蛇
，
高
若
堤
，
橫
道
而
處
」
、『
新
序
』「
前

20驅
曰
『
前
有
大
蛇
，
高
若
隄
，
阻
道
竟
之
』」
に
作
る
。

(
)

『
新
書
』『
新
序
』
と
も
に
「
見
妖
」
を
「
夢
惡
」
に
作
る
。

21

(
)

『
春
秋
左
氏
傳
』
桓
公
六
年
「(

季
梁
）
對
（
隨
公
）
曰
『
夫
民
神
之
主
也
。

22是
以
聖
王
先
成
民
，
而
後
致
力
於
神
。
故
奉
牲
以
告
曰
博
碩
肥
腯
，
謂
民
力
之

普
存
也
。
謂
其
畜
之
碩
大
蕃
滋
也
。
謂
其
不
疾･

蠡
也
，
謂
其
備
腯
咸
有
也
。
』
」

杜
注
「
雖
告
神
以
博
碩
肥
腯
，
其
實
皆
當
兼
此
四
。
謂
民
力
適
完
，
則
六
畜
既

大
而
滋
也
。
皮
毛
無
疥
癬
，
兼
備
而
無
有
所
闕
。」

(
)

『
封
氏
聞
見
記
』
六
「
按
，
古
者
享
祀
鬼
神
有
圭
璧
幣
帛
，
事
畢
則
埋
之
。

23後
代
既
寶
錢
貨
，
遂
以
錢
送
死
。」

(
)

『
新
書
』
は
「
五
罪
」
を
数
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
罪
も
相
違
す
る
。
『
新
序
』

24は
「
三
罪
」
で
、
罪
の
内
容
も
ほ
ぼ
同
じ
。

(
)

『
新
書
』
は
、
文
公
が
廟
で
祈
り
誓
っ
た
あ
と
「
脩
政
」
に
努
め
た
と
こ
ろ
、

25三
カ
月
後
、
文
公
自
身
が
天
が
大
蛇
を
誅
す
る
夢
を
み
た
の
で
、
人
を
視
に
や

る
と
、
す
で
に
蛇
は
腐
乱
し
て
い
た
、
と
い
う
。

(
)

『
史
記
』
封
禪
書
「
今
天
子
初
卽
位
，
尤
敬
鬼
神
之
祀
。･

･
･

是
時
既
滅
兩

26越
，
越
人
勇
之
乃
言
『
越
人
俗
鬼
，
而
其
祠
皆
見
鬼
，
數
有
效
。
昔
東
甌
王
敬

鬼
，
壽
百
六
十
歳
。
後
世
怠
慢
，
故
衰
秏
。』
乃
令
越
巫
立
越
祝
祠
，
安
臺
無

壇
，
亦
祠
天
神
上
帝
百
鬼
，
而
以
雞
卜
。
上
信
之
，
越
祠
雞
卜
始
用
。」

〔
訳
〕

世
間
に
は
よ
く
犬
が
変
怪
を
起
こ
す
と
、
そ
の
犬
を
撲
殺
し
て

血
を
門
戸
に
塗
れ
ば
殃
い
を
免
れ
ら
れ
る
と
い
う
。

謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。
桂
陽
太
守
の
汝
南
の
李
叔
堅
は
、

若
い
頃
州
の
従
事
と
な
っ
た
。
家
に
い
た
時
、
飼
い
犬
が
人
間
の

よ
う
に
立
っ
て
歩
い
た
。
家
人
は
怪
異
だ
か
ら
殺
し
ま
し
ょ
う
と

い
っ
た
が
、
叔
堅
は
「
犬
や
馬
は
君
子
に
喩
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
犬
が
人
の
よ
う
に
歩
い
た
か
ら
と
言
っ
て
な
ん
で
気
に
病
む

こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
言
っ
た
。
叔
堅
が
県
令
と
な
り
、
家
に
帰

っ
た
と
き
、
冠
を
外
し
て
寝
台
の
上
に
置
く
と
、
犬
が
そ
れ
を
頭

に
の
せ
て
逃
げ
た
の
で
、
家
人
は
非
常
に
驚
い
た
。
そ
の
時
も
叔

堅
は
「
何
か
の
拍
子
に
冠
に
触
り
、
冠
の
ひ
も
が
引
っ
か
か
っ
て

か
ぶ
っ
た
だ
け
だ
」
と
い
っ
た
。
ま
た
そ
の
犬
が
竈
の
前
で
火
を

焚
く
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
家
人
は
ま
す
ま
す
慌
て
怖
れ
た
。
叔

堅
は
ま
た
「
息
子
や
下
女
た
ち
が
畑
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
犬

が
火
を
焚
く
の
を
て
つ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
幸
い
火
事
に
至
ら
ず

近
隣
に
迷
惑
を
か
け
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
何
を
悪
む
こ
と
が
あ

ろ
う
」
と
言
っ
た
。
町
の
人
た
ち
は
み
な
犬
の
化
け
物
だ
と
騒
い

た
が
、
殺
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
数
日
し
て
、
犬
は
突
然
何
も
し

な
い
の
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
結
局
そ
の
後
何
の
異
変
も
起
こ

ら
な
か
っ
た
。
叔
堅
は
太
尉
の
掾
に
辟
さ
れ
た
あ
と
、
固
陵
県
長
、

原
武
県
令
を
歴
て
、
最
後
は
桂
陽
太
守
と
い
う
大
位
を
授
か
っ
た
。

子
の
條
は
蜀
郡
都
尉
、
威
竜
は
司
徒
の
掾
と
な
っ
た
。
お
よ
そ
変

怪
と
い
う
も
の
は
婦
女
や
下
賤
の
も
の
が
作
り
出
す
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
ら
の
よ
う
な
小
人
は
愚
か
で
怖
が
り
で
、
怪
異

の
話
を
信
じ
や
す
く
、
似
た
よ
う
な
話
を
ど
ん
ど
ん
作
り
出
す
。

分
別
の
あ
る
は
ず
の
大
人
も
ま
た
よ
く
よ
く
検
証
す
る
こ
と
な
く
、

一
緒
に
な
っ
て
恐
れ
お
の
の
く
も
の
だ
か
ら
、
邪
気
が
そ
の
隙
を
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八
頁

つ
い
て
入
り
込
む
。
だ
か
ら
す
ぐ
に
災
い
が
お
こ
る
の
だ
。
『
易
』

に
「
も
う
だ
め
だ
だ
め
だ
と
び
く
び
く
し
て
い
る
と
、
自
ら
災
い

を
迎
え
に
行
く
」
と
あ
る
。
叔
堅
な
ど
は
心
を
金
石
よ
り
固
く
保

ち
、
犬
妖
が
お
こ
っ
て
も
懼
れ
な
か
っ
た
の
で
、
自
ず
と
多
く
の

福
を
掴
む
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
な
ん
と
勇
敢
な
こ
と
か
。

昔
晋
の
文
公
は
猟
に
出
て
大
蛇
を
見
た
。
そ
の
か
さ
高
は
堤
程

も
あ
り
、
長
さ
は
道
の
端
か
ら
端
ま
で
あ
っ
た
。
文
公
は
「
天
子

は
妖
を
見
た
ら
徳
を
修
め
直
し
、
諸
侯
は
政
治
を
修
め
直
し
、
大

夫
は
官
職
を
修
め
直
し
、
士
は
自
ら
を
修
め
直
す
も
の
だ
」
と
い

っ
て
、
別
館
で
潔
斎
し
、
寝
食
を
忘
れ
て
宗
廟
で
祈
っ
た
。
「
私
が

お
供
え
し
た
犠
牲
は
病
気
持
ち
で
、
幣
帛
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
が
私
の
罪
の
第
一
で
す
。
野
放
図
に
遊
び
ほ
う

け
て
国
政
を
顧
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
が
罪
の
第
二
で
す
。
人

民
に
賦
役
を
何
度
も
課
し
、
刑
罰
を
苛
烈
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
が

罪
の
第
三
で
す
。
こ
の
三
罪
を
犯
し
た
上
は
、
死
を
も
逃
れ
る
こ

と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
」
す
る
と
そ
の
夜
、
大
蛇
の
番
を
し
て
い
た

吏
が
、
天
が
蛇
を
殺
し
「
な
ぜ
聖
君
の
道
を
邪
魔
し
た
の
か
」
と

言
う
夢
を
見
た
。
夜
が
明
け
て
見
て
み
る
と
、
蛇
は
す
で
に
腐
敗

し
て
悪
臭
を
放
っ
て
い
た
。

武
帝
は
当
時
鬼
神
に
迷
い
、
こ
と
に
越
の
巫
者
を
信
じ
て
い
た
。

董
仲
舒
は
し
ば
し
ば
そ
の
こ
と
を
諫
め
た
。
武
帝
は
こ
の
巫
者
の

術
を
試
そ
う
と
思
い
、
巫
者
に
仲
舒
を
呪
詛
さ
せ
た
。
仲
舒
は
朝

服
を
着
て
南
面
し
て
経
書
を
朗
誦
し
た
。
巫
者
は
ど
う
に
も
で
き

ず
、
自
分
の
ほ
う
が
あ
っ
け
な
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

世
間
多
有
精
物
妖
怪
百
端

12
謹
按
，
魯
相(

１)

右
扶
風
臧
仲
英(

２)

爲
侍
御
史(

３)

，
家
人
作

食
設
桉
，
欻
有
不
清
塵
土
投
汚
之
。
炊
臨
熟
，
不
知
釜
處
。
兵
弩

自
行
，
火
從
篋
簏
中
起
，
衣
物
燒
盡
，
而
簏
故
完
。
婦
女
婢
使
悉

亡
其
鏡
，
數
日
，
堂
下
擲
庭
中
，
有
人
聲
言
「
女
鏡(

４)

」
。
女
孫

年
三
四
歳
亡
之
，
求
不
能
得
，
二
三
日
乃
於
清
中
糞
下
啼(

５)

。
若

此
非
一
。
汝
南
有
許
季
山
者(

６)

，
素
善
卜
卦
，
言
「
家
當
有
老
青

狗
物
，
内
中
婉
御
者
益
喜
與
爲
之(

７)

。
誠
欲
絶
，
殺
此
狗
，
遣
益

喜
歸
鄕
里
。
」
皆
如
其
言
，
因
斷
無
纖
介
，
仲
英
遷
太
尉
長
史(

８)

。

汝
南
汝
陽(

９)

西
門
習
武
亭
有
鬼
魅(

)

，
賓
客
宿
止
多
死
亡
，

10

其
厲
猒
者
皆
亡
髮
失
精(

)

。
尋
問
其
故
，
云
「
先
時
頗
已
有
怪
物
。

11

其
後
郡
侍
奉
掾
宜
祿(

)

鄭
奇
來
，
去
亭
六
七
里
，
有
一
端
正
婦
人
，

12

乞
得
寄
載
。
奇
初
難
之
，
然
後
上
車
，
入
亭
，
趨
至
樓
下(

)

，
吏

13

卒
檄
白(

)

，
『
樓
不
可
上
。
』
奇
云
『
我
不
惡
也
。
』
時
亦
昏
冥
，

14

遂
上
樓
，
與
婦
人
棲
宿
。
未
明
，
發
去
，
亭
卒
上
樓
掃
除
，
見
死

婦
，
大
驚
，
走
白
亭
長
。
亭
長
擊
鼓(

)

會
諸
廬
吏
，
共
集
診
之
，

15

乃
亭
西
北
八
里
呉
氏
婦
。
新
亡
，
以
夜
臨
殯
，
火
滅
。
火
至
，
失

之
。
家
卽
持
去
。
奇
發
行
數
里
，
腹
痛
，
到
南
頓
利
陽
亭(

)

加
劇

16

物
故
，
樓
遂
無
敢
復
上
。」

謹
按
，
北
部
督
郵(

)

西
平(

)

郅
伯
夷(

)

年
三
十
所
，
大
有

17

18

19

才
決
，
長
沙
太
守
郅
君
章
孫
也(

)

。
日
晡
時
到
亭(

)

，
勑
前
導

20

21

入(
)

。
錄
事
掾
白
「
今
尚
早
，
可
至
前
亭
。
」
曰
「
欲
作
文
書
，

22
便
留
。
」
吏
卒
惶
怖
，
言
當
解
去
。
傳
云
「
督
郵
欲
於
樓
上
觀
望
，

亟
掃
除
。
」
須
臾
便
上
。
未
冥
樓
鐙(

)

，
階
下
復
有
火
。
勑
「
我

23

思
道
，
不
可
見
火
，
滅
去
。
」
吏
知
必
有
變
，
當
用
赴
照
，
但
藏
置
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頁

壺
中
耳
。
既
冥
，
整
服
坐
誦
六
甲(

)

、
孝
經(

)

、
易
本(

)

訖
，

24

25

26

臥
。
有
頃
，
更
轉
東
首
，
以
挐
巾(

)

結
兩
足
幘
冠
之(

)

，
密
拔

27

28

劍
解
帶
。
夜
時
，
有
正
黑
者
四
五
尺
，
稍
高
，
走
至
柱
屋
，
因
覆

伯
夷
。
伯
夷
持
被
掩
，
足
跣
脱
，
幾
失
再
三
，
徐
以
劍
帶
擊
魅
脚(

)

，

29

呼
下
火
上
照
視
，
老
狸
正
赤
，
略
無
衣
毛
，
持
下
燒
殺
。
明
旦
發

樓
屋
，
得
所
髠
人
結
百
餘(

)

，
因
從
此
絶
。
伯
夷
舉
孝
廉
，
益
陽

30

長(
)

。

31楚
辭
云
「
鱉
令
屍
亡
，
泝
江
而
上
，
到
崏
山
下
蘇
起
，
蜀
人
神

之
，
尊
立
爲
王(

)

。
」
漢
淮
陽
太
守
尹
齊
，
其
治
嚴
酷
，
死
未
及

32

殮
，
怨
家
欲
燒
之
，
屍
亦
飛
去(

)

，
見
於
書
傳
。
樓
上
新
婦
，
豈

33

虛
也
哉
。

〔
注
〕

(

１)

『
後
漢
書
』
郡
國
志
二
豫
州
「
魯
國
，
秦
薛
郡
，
高
后
改
。
本
屬
徐
州
，
光

武
改
屬
豫
州
。
」『
後
漢
書
』
百
官
志
五
「
皇
子
封
王
，
其
郡
爲
國
，
每
置
傅
一

人
，
相
一
人
，
皆
二
千
石
。
本
注
曰
傅
主
導
王
以
善
，
禮
如
師
，
不
臣
也
。
相

如
太
守
。」

(

２)

郡
國
志
一
司
隷
「
右
扶
風
，
秦
屬
内
史
，
武
帝
分
，
改
名
。
」
臧
仲
英
は

不
詳
。『
搜
神
記
』
三
に
こ
の
話
を
載
せ
る
。『
太
平
廣
記
』
三
五
九
は
「
出
搜

神
記
」
と
す
る
。
下
注
に
指
摘
し
た
以
外
に
も
文
字
の
異
同
が
あ
る
。

(

３)

百
官
志
三
「
御
史
中
丞
一
人
，
千
石
。
本
注
曰
御
史
大
夫
之
丞
也
。
舊
別

監
御
史
在
殿
中
，
密
舉
非
法
。
及
御
史
大
夫
轉
爲
司
空
，
因
別
留
中
，
爲
御
史

臺
率
，
後
又
屬
少
府
。･･

･

侍
御
史
十
五
人
，
六
百
石
。」

(

４)

『
搜
神
記
』「
還
汝
鏡
」
に
作
る
。

(

５)

『
搜
神
記
』
「
兩
三
日
乃
於
圊
中
糞
下
啼
」
に
作
る
。『
説
文
解
字
』
「
廁
，

清
也
。」
段
注
「
清
、
圊
，
古
今
字
。」

(

６)

郡
國
志
二
豫
州
「
汝
南
郡
，
高
帝
置
。
雒
陽
東
南
六
百
五
十
里
。
」『
後
漢

書
』
方
術
列
傳
下
「
許
曼
者
，
汝
南
平
輿
人
也
。
祖
父
峻
字
季
山
，
善
卜
占
之

術
，
多
有
顯
驗
，
時
人
方
之
前
世
京
房
。
自
云
少
嘗
篤
病
，
三
年
不
愈
，
乃
謁

太
山
請
命
，
行
遇
道
士
張
巨
君
，
授
以
方
術
。
所
著
易
林
，
至
今
行
於
世
。」

(

７)

『
搜
神
記
』
は
「
内
中
侍
御
者
名
益
喜
與
共
爲
之
」
に
、『
太
平
廣
記
』
は

「
内
中
御
者
名
蓋
喜
與
共
爲
之
」
に
作
る
。

(

８)

百
官
志
一
「
太
尉
，
公
一
人
。･

･
･

長
史
一
人
，
千
石
。
本
注
曰
署
諸
曹

事
。
」
『
搜
神
記
』
こ
の
後
に
「
遷
魯
相
」
を
、
『
太
平
廣
記
』
は
「
魯
相
」
を

続
け
て
終
わ
る
。

(

９)

郡
國
志
二
豫
州
「
汝
南
郡
。･

･
･

平
輿
，
有
沈
亭
，
故
國
，
姫
姓
。･

･
･

西

平
，
有
鐵
。
有
柏
亭
，
故
柏
國
。･

･･

南
頓
，
本
頓
國
。･

･
･

汝
陽
，･

･
･

宜
祿
，

永
元
中
復
。」

(
)

百
官
志
五
「
亭
有
亭
長
，
以
禁
盜
賊
。
本
注
曰
亭
長
，
主
求
捕
盜
賊
，
承

10
望
都
尉
。
」
劉
昭
注
「
漢
官
儀
曰
『
民
年
二
十
三
爲
正
，
一
歳
以
爲
衞
士
，
一

歳
爲
材
官
騎
士
，
習
射
御
騎
馳
戰
陣
。･

･
･

水
家
爲
樓
船
，
亦
習
戰
射
行
船
。･

･
･

材
官
、
樓
船
年
五
十
六
老
衰
，
乃
得
免
爲
民
就
田
。
應
合
選
爲
亭
長
。
亭
長

課
徼
巡
。
尉
、
游
徼
、
亭
長
皆
習
設
備
五
兵
。
五
兵
，
弓
弩
、
戟
、
楯
、
刀
劔
、

甲
鎧
。
鼓
吏
赤
幘
行
縢
，
帶
劔
佩
刀
，
持
楯
被
甲
，
設
矛
戟
，
習
射
。
設
十
里

一
亭
，
亭
長
、
亭
候
。
五
里
一
郵
，
郵
間
相
去
二
里
半
，
司
姦
盜
。
亭
長
持
二

尺
板
以
劾
賊
，
索
繩
以
收
執
賊
。
』
風
俗
通
曰
『
漢
家
因
秦
，
大
率
十
里
一
亭
。

亭
，
留
也
，
蓋
行
旅
宿
會
之
所
館
。
亭
史
舊
名
負
弩
，
改
爲
長
，
或
謂
亭
父
。』
」

こ
の
話
は
『
搜
神
記
』
一
六
に
見
え
る
。
ま
た
『
太
平
廣
記
』
三
一
七
に
「
鄭

奇
」
と
題
し
て
載
せ
、「
出
風
俗
通
」
と
す
る
。

(
)

『
太
平
廣
記
』「
其
厲
猒
者
」
無
く
、「
皆
」
を
「
或
」
に
作
る
。『
搜
神
記
』

11
「
猒
」
を
「
厭
」
に
作
る
。

(
)

「
宜
祿
」
は
汝
南
郡
の
県
。
注(

９)

参
照
。

12

(
)

『
太
平
御
覽
』
一
九
四
「
風
俗
通
曰
謹
案
，
春
秋
國
語
『
有
寓
望
』
，
謂
金

13亭
也
。
民
所
安
定
也
。
亭
有
樓
，
從
高
省
丁
聲
也
。
漢
家
因
秦
，
大
率
十
里
一

亭
。
亭
留
也
。
今
語
有
亭
留
、
亭
待
，
蓋
行
旅
宿
食
之
所
館
也
。
亭
亦
平
也
。
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頁

民
有
訟
諍
，
吏
留
辯
處
，
勿
失
其
正
也
。」

(
)

孫
詒
讓
『
札
迻
』
は
「
案
，
『
檄
』
疑
當
作
『
徼
』
，
『
徼
白
』
卽
謂
遮
徼

14告
白
。
廣
雅
釋
詁
云
『
徼
，
遮
也
。』」
と
い
う
。
こ
れ
に
従
う
。

(
)

亭
に
「
鼓
吏
」
が
い
る
こ
と
は
注(

)

の
劉
昭
注
が
引
く
『
漢
官
儀
』
に

15

10

見
え
る
。

(
)

「
南
頓
」
は
汝
南
郡
の
県
。
注(

９)

参
照
。

16

(
)

百
官
志
五
「
其
監
屬
縣
，
有
五
部
督
郵
，
曹
掾
一
人
。
」
呉
樹
平
、
王
利

17器
と
も
に
、
漢
制
で
は
郡
を
東
西
南
北
中
の
五
部
に
区
割
り
し
て
督
郵
を
置
い

た
、
と
い
う
。
過
誉
篇
「
長
沙
太
守
汝
南
郅
君
章
」
に
「
西
部
督
郵
繇
延
」
と

あ
る
。

(
)

「
西
平
」
は
汝
南
郡
の
県
。
注(

９)

参
照
。

18

(
)

『
太
平
御
覽
』
九
一
二
「
風
俗
通
曰
汝
陽
西
門
習
武
亭
有
鬼
魅
。
宿
者
輒
死
。

19其
厭
者
皆
亡
髮
。
北
部
督
郵
西
平
郅
伯
夷
，
到
亭
上
樓
宿
。
誦
六
甲
、
孝
經
、

易
本
記
，
臥
密
拔
劔
解
帶
。
夜
有
正
異
者
四
五
尺
來
覆
，
伯
夷
以
劔
帶
擊
魅
脚
，

呼
下
燈
照
，
見
一
老
狸
，
正
赤
略
無
毛
衣
，
持
下
燒
殺
。
明
旦
發
樓
屋
，
得
所

亡
髮
人
髺
百
餘
。
因
此
遂
絶
。
」
ま
た
二
五
三
に
も
同
様
の
話
を
「
列
異
傳
曰
」

と
し
て
引
き
、「
郅
」
を
「
劉
」
と
す
る
。『
搜
神
記
』
一
八
に
も
同
じ
話
を
載

せ
、「
郅
」
を
「
到
」
と
す
る
。

(

）
『
後
漢
書
』
申
屠
剛
鮑
永
郅
惲
傳
「
郅
惲
字
君
章
，
汝
南
西
平
人
也
。
」
光

20
武
帝
の
時
の
人
。
過
誉
篇
参
照
。
『
搜
神
記
』
は
「
到
若
章
孫
也
」
に
作
る
。

(
)

『
太
平
御
覽
』
二
五
三
「
行
到
懼
武
亭
」
に
作
る
。

21

(
)

「
人
」
も
と
「
入
」
に
作
る
が
、
呉
樹
平
は
『
札
迻
』
に
し
た
が
っ
て
「
入
」

22に
改
め
る
。

(
)

王
利
器
の
句
点
に
従
う
。
呉
樹
平
は
「
樓
鐙
階
下
復
有
火
」
と
繋
げ
る
。

23

(
)

『
漢
書
』
藝
文
志
數
術
五
行
「
風
鼓
六
甲
二
十
四
巻
。･

･
･

文
解
六
甲
十
八

24巻
。
」『
後
漢
書
』
方
術
列
傳
上
「
其
流
又
有
風
角
、
遁
甲
、
七
政
、
元
氣
、
六

日
七
分
、
逢
占
、
日
者
、
挺
專
、
須
臾
、
孤
虛
之
術
，
及
望
雲
省
氣
，
推
處
祥

妖
，
時
亦
有
以
效
於
事
也
。
」
李
賢
注
「
遁
甲
，
推
六
甲
之
陰
而
隱
遁
也
。
今

書
七
志
有
遁
甲
經
。」

(
)

『
後
漢
書
』
獨
行
列
傳
「
向
栩
字
甫
興
，
河
内
朝
歌
人
，
向
長
之
後
也
。･

･

25･

徵
拜
侍
中
，
每
朝
廷
大
事
，
侃
然
正
色
，
百
官
憚
之
。
會
張
角
作
亂
，
栩
上

便
宜
，
頗
譏
刺
左
右
，
不
欲
國
家
舉
兵
。
但
遣
將
於
河
上
，
北
向
讀
孝
經
，
賊

自
當
消
滅
。
」『
藝
文
類
聚
』
六
九
「
漢
獻
帝
傳
曰
尚
書
令
王
允
奏
曰
『
太
史
令

王
立
，
説
孝
經
六
隱
事
，
能
消
却
姦
邪
。
』
常
以
良
日
，
允
與
立
入
，
爲
帝
誦

孝
經
一
章
，
以
丈
二
竹
簟
，
畫
九
宮
其
上
，
隨
日
時
而
出
入
焉
。
及
允
被
害
，

乃
不
復
行
也
。」

(
)

『
三
國
志
』
魏
書
方
技
傳
「
管
輅
字
公
明
，
平
原
人
也
。」
裴
注
「
輅
別
傳

26
曰･

･
･

父
爲
琅
琊
卽
丘
長
。
時
年
十
五
，
來
至
官
舍
讀
書
。
始
讀
詩
、
論
語
及

易
本
，
便
開
淵
布
筆
，
辭
義
斐
然
。･

･
･

輅
言
『
始
讀
詩
、
論
、
易
本
，
学
問

微
淺
，
未
能
上
引
聖
人
之
道
，
陳
秦
漢
之
事
，
但
欲
論
金
木
水
火
土
鬼
神
之
情

耳
。
』」

(
)

『
札
迻
』「
案
，
方
言
云
『
大
巾
，
陳
潁
之
間
謂
之
帤
。」
説
文
云
『
帤
，
巾

27帤
也
。
』
玉
篇
云
『
帤
，
大
巾
也
。
』
史
記
絳
侯
世
家
云
『
太
后
以
冒
絮
提
文
帝
。
』

集
解
『
晉
灼
云
巴
蜀
異
物
志
謂
頭
上
巾
爲
冒
絮
。』
此
『
挐
巾
』
卽
巾
帤
。」
王

利
器
は
「
挐
巾
」
を
「
絮
巾
」
に
改
め
る
。

(
)

『
後
漢
書
』
輿
服
志
下
「
漢
興
，
續
其
顏
，
却
摞
之
，
施
巾
連
題
，
却
覆
之
，

28
今
喪
幘
是
其
制
也
。
名
之
曰
幘
。
幘
者
賾
也
。
頭
首
嚴
賾
也
。
至
孝
文
乃
高
顏

題
，
續
之
爲
耳
，
崇
其
巾
爲
屋
，
合
後
施
收
，
上
下
羣
臣
貴
賤
皆
服
之
。
文
者

長
耳
，
武
者
短
耳
，
稱
其
冠
也
。
」『
札
迻
』
、「
兩
足
」
は
「
兩
耳
」
の
誤
り
で

は
な
い
か
、
と
い
う
。

(
)

『
太
平
御
覽
』
二
五
三
「
以
帶
繫
魅
」
に
作
る
。
王
利
器
は
「
擊
」
「
繫
」

29二
字
は
古
混
用
さ
れ
た
、
と
し
て
「
擊
」
を
「
繫
」
に
代
え
る
。

(
)

『
太
平
御
覽
』
九
一
二
「
得
所
亡
髮
人
髺
百
餘
」
に
作
る
。
注(

)

参
照
。

30

19

(
)

郡
國
志
四
荊
州
「
長
沙
郡
，
秦
置
。･･

･

益
陽
。」
百
官
志
五
「
每
縣
、
邑
、

31
道
，
大
者
置
令
一
人
，
千
石
，
其
次
置
長
，
四
百
石
，
小
者
置
長
，
三
百
石
。
」

(
)

『
楚
辭
』
に
こ
の
こ
と
無
し
。
『
太
平
御
覽
』
五
六
「
應
劭
風
俗
通
曰
荊
鱉

32
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一
一
頁

令
死
，
亡
隨
水
上
，
荊
人
求
之
不
得
也
。
鱉
令
至
岷
山
下
邑
，
起
見
蜀
望
帝
。

使
鱉
令
鑿
巫
山
，
然
後
蜀
得
陸
處
。
望
帝
自
以
德
不
如
，
以
國
禪
與
鱉
令
，
爲

蜀
王
，
號
曰
開
明
。」
ま
た
『
太
平
御
覽
』
八
八
八
「
蜀
王
本
紀
曰･

･･

望
帝
積

百
餘
歳
，
荊
有
一
人
名
鼈
靈
。
其
尸
亡
去
，
荊
人
求
之
不
得
。
鼈
靈
尸
至
蜀
復

生
，
蜀
王
以
爲
相
。
時
玉
山
出
水
，
若
堯
之
洪
水
。
望
帝
不
能
治
水
，
使
鼈
靈

決
玉
山
，
民
得
陸
處
。
鼈
靈
治
水
去
。
後
望
帝
與
其
妻
通
。
帝
自
以
薄
德
不
如

鼈
靈
，
委
國
援
鼈
靈
而
去
，
如
堯
之
禪
舜
。
鼈
靈
即
位
，
號
曰
開
明
。」

(
)

『
史
記
』
酷
吏
列
傳
「
尹
齊
者
，
東
郡
茌
平
人
。
以
刀
筆
稍
遷
至
御
史
。
事

33張
湯
，
張
湯
數
稱
以
爲
廉
武
，
使
督
盜
賊
，
所
斬
伐
不
避
貴
戚
。
遷
爲
關
内
都

尉
，
聲
甚
於
寧
成
。
上
以
爲
能
，
遷
爲
中
尉
，
吏
民
益
凋
敝
。
尹
齊
木
彊
少
文
，

豪
惡
吏
伏
匿
而
善
吏
不
能
爲
治
，
以
故
事
多
廢
，
抵
罪
。
上
復
徙
溫
舒
爲
中
尉
，

而
楊
僕
以
嚴
酷
爲
主
爵
都
尉
。･

･
･

溫
舒
死
，
家
直
累
千
金
。
後
數
歳
，
尹
齊

亦
以
淮
陽
都
尉
病
死
，
家
直
不
滿
五
十
金
。
所
誅
滅
淮
陽
甚
多
，
及
死
，
仇
家

欲
燒
其
尸
，
尸
亡
去
歸
葬
。
」
集
解
「
徐
廣
曰
尹
齊
死
未
及
斂
，
恐
怨
家
欲
燒

之
，
屍
亦
飛
去
。
」『
漢
書
』
酷
吏
傳
「
所
誅
滅
淮
陽
甚
多
，
及
死
，
仇
家
欲
燒

其
尸
，
妻
亡
去
，
歸
葬
。
」『
論
衡
』
死
僞
篇
「
淮
陽
都
尉
尹
齊
，
爲
吏
酷
虐
，

及
死
，
怨
家
欲
燒
其
尸
，
亡
去
歸
葬
。
夫
有
知
，
故
人
且
燒
之
也
，
神
，
故
能

亡
去
。
曰･

･
･

或
時
吏
知
怨
家
之
謀
，
竊
舉
持
亡
，
懼
怨
家
怨
己
，
云
自
去
。」

〔
訳
〕

謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。
魯
国
相
の
右
扶
風
の
臧
仲
英
が
侍

御
史
で
あ
っ
た
と
き
の
こ
と
、
家
人
が
食
事
を
作
り
お
膳
を
用
意

し
て
い
る
と
、
に
わ
か
に
汚
い
泥
が
投
げ
込
ま
れ
汚
さ
れ
て
し
ま

う
、
料
理
が
炊
き
あ
が
る
こ
ろ
に
釜
が
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
う
、

刀
や
弩
が
勝
手
に
飛
ん
で
ゆ
く
、
衣
装
入
れ
の
つ
づ
ら
の
中
か
ら

出
火
し
中
の
衣
服
や
物
が
み
ん
な
燃
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
、

つ
づ
ら
は
全
く
無
事
、
妻
や
娘
、
下
女
た
ち
の
鏡
が
す
べ
て
紛
失

し
、
数
日
後
母
屋
の
下
か
ら
中
庭
に
投
げ
出
さ
れ
、
「
お
ま
え
た
ち

の
鏡
だ
よ
」
と
い
う
声
が
す
る
、
三
、
四
歳
の
孫
娘
が
い
な
く
な

り
、
探
し
回
っ
て
も
見
つ
か
ら
ず
、
二
、
三
日
す
る
と
廁
の
糞
土

の
中
で
泣
い
て
い
た
、
な
ど
な
ど
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
幾
つ
も
起

こ
っ
た
。

汝
南
郡
に
許
季
山
と
い
う
平
素
か
ら
卜
卦
に
優
れ
た
も
の
が
い

た
。
彼
が
占
っ
て
言
う
に
は
「
家
に
き
っ
と
黒
い
老
犬
の
化
け
物

が
い
る
で
し
ょ
う
、
家
内
で
仕
え
る
益
喜
と
い
う
も
の
が
犬
と
一

緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
を
絶
と
う
と
思
う
な
ら
、

こ
の
犬
を
殺
し
、
益
喜
を
郷
里
に
帰
ら
せ
な
さ
い
。
」
彼
の
言
葉
通

り
に
す
る
と
、
怪
異
は
絶
え
、
何
の
差
し
障
り
も
な
く
仲
英
は
太

尉
の
長
史
に
転
任
し
た
。

汝
南
郡
汝
陽
県
の
西
門
習
武
亭
に
物
の
怪
が
い
て
、
こ
こ
に
宿

泊
し
た
賓
客
が
多
数
死
亡
し
た
。
ひ
ど
く
悪
夢
に
う
な
さ
れ
た
様

子
で
み
な
髪
を
失
い
精
気
を
失
っ
た
の
だ
っ
た
。
状
況
を
尋
ね
て

み
る
と
、
と
次
の
よ
う
な
話
だ
っ
た
。
「
以
前
か
ら
す
で
に
怪
物
が

住
み
着
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
汝
南
郡
の
侍
奉
掾
で
あ
る
宜
禄

県
の
鄭
奇
が
来
る
途
中
、
亭
の
手
前
六
、
七
里
の
と
こ
ろ
で
端
正

な
様
子
の
婦
人
が
車
に
乗
せ
て
ほ
し
い
と
頼
み
ま
し
た
。
奇
は
当

初
無
理
だ
と
言
い
ま
し
た
が
、
結
局
乗
せ
ま
し
た
。
亭
に
入
る
と

（
婦
人
が
）
小
走
り
に
亭
の
楼
下
ま
で
来
ま
し
た
の
で
、
吏
卒
が

遮
っ
て
「
楼
に
上
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
遮
り
ま
し
た
が
、
奇

は
「
私
は
か
ま
わ
な
い
」
と
言
い
、
も
う
暮
れ
て
暗
く
な
っ
て
い

た
の
で
、
楼
に
上
り
、
婦
人
と
と
も
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
未
明
に

奇
が
出
発
し
た
の
で
、
亭
の
吏
卒
が
掃
除
の
た
め
楼
に
上
る
と
、

婦
人
の
死
体
を
見
つ
け
、
大
変
驚
い
て
亭
長
に
走
っ
て
知
ら
せ
ま
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頁

し
た
。
亭
長
は
太
鼓
を
打
ち
宿
直
の
吏
卒
を
集
め
、
皆
で
調
べ
て

み
る
と
、
そ
れ
は
亭
か
ら
西
北
に
八
里
い
っ
た
と
こ
ろ
の
呉
家
の

妻
で
し
た
。
死
ん
だ
ば
か
り
で
、
昨
夜
は
納
棺
し
て
通
夜
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
灯
り
が
消
え
て
し
ま
い
、
灯
り
を
持
っ
て
く
る
と

死
体
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
家
族
が
亡
骸
を
引
き
取

り
ま
し
た
。
奇
は
出
発
し
て
数
里
行
く
と
腹
が
痛
く
な
り
、
南
頓

県
の
利
陽
亭
ま
で
く
る
と
ま
す
ま
す
痛
み
が
激
し
く
な
り
死
に
ま

し
た
。
そ
の
後
楼
に
上
る
者
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。」

謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。
汝
南
郡
の
北
部
督
郵
の
任
に
あ
っ

た
西
平
県
の
郅
伯
夷
は
、
当
時
三
十
歳
ば
か
り
、
た
い
へ
ん
才
が

あ
り
果
断
な
人
で
、
長
沙
太
守
郅
君
章
の
孫
で
あ
る
。
日
暮
れ
時

に
こ
の
亭
に
到
着
す
る
と
、
行
列
の
前
導
に
亭
に
入
る
よ
う
命
じ

た
。
部
下
の
録
事
掾
が
「
今
は
ま
だ
早
い
の
で
次
の
亭
ま
で
行
け

る
で
し
ょ
う
」
と
申
し
上
げ
た
。
伯
夷
は
「
文
書
を
作
成
し
た
い

の
で
こ
の
ま
ま
留
ま
る
こ
と
に
す
る
」
と
い
う
。
（
亭
の
）
吏
卒
た

ち
は
怖
れ
お
ろ
お
ろ
し
、
立
ち
去
っ
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
、
と

言
っ
た
。
し
か
し
伯
夷
は
部
下
に
「
督
郵
様
が
楼
の
上
か
ら
外
を

眺
め
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
る
。
速
や
か
に
掃
除
を
し
な

さ
い
」
と
伝
令
さ
せ
た
。
し
ば
ら
く
待
っ
て
そ
の
ま
ま
楼
に
上
が

る
と
、
ま
だ
暗
く
な
っ
て
い
な
い
が
灯
り
が
あ
り
、
階
下
に
も
火

が
灯
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
「
私
は
考
え
ご
と
を
し
た
い
か
ら
灯
り

が
邪
魔
だ
、
消
し
な
さ
い
」
と
命
じ
た
。
吏
は
必
ず
異
変
が
起
こ

る
だ
ろ
う
と
予
想
し
、
そ
う
な
れ
ば
駆
け
つ
け
て
灯
り
で
照
ら
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
消
さ
ず
に
壺
の
中
に
入
れ
て
隠
す
だ

け
に
し
た
。
暗
く
な
る
と
伯
夷
は
服
を
整
え
座
し
て
「
六
甲
」
「
孝

経
」
「
易
本
」
を
朗
誦
し
終
え
て
か
ら
床
に
臥
せ
た
。
横
に
な
っ
て

し
ば
ら
く
し
て
向
き
を
か
え
頭
を
東
に
し
、
幅
広
の
布
で
両
足
を

結
び
幘
（
頭
巾
）
と
冠
を
か
ぶ
せ
、
密
か
に
剣
を
抜
き
帯
を
解
い

た
。
夜
半
に
長
さ
四
、
五
尺
の
真
っ
黒
な
も
の
が
だ
ん
だ
ん
と
高

く
上
っ
て
い
き
屋
根
の
柱
ま
で
走
っ
て
い
っ
た
か
と
思
う
と
伯
夷

の
上
に
覆
い
被
さ
っ
た
。
伯
夷
は
掛
け
布
団
で
そ
れ
を
覆
っ
た
。

足
は
（
冠
な
ど
が
は
ぎ
取
ら
れ
）
む
き
出
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

再
三
取
り
逃
が
し
そ
う
に
な
っ
た
が
、
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
剣

で
化
け
物
の
足
を
撃
ち
帯
で
括
っ
た
。
下
か
ら
灯
り
を
持
っ
て
く

る
よ
う
呼
ん
で
、
照
ら
し
て
視
る
と
赤
裸
の
年
老
い
た
狸
で
、
ほ

と
ん
ど
毛
が
な
か
っ
た
。
下
へ
運
ん
で
焼
き
殺
し
た
。
翌
朝
楼
の

屋
根
裏
を
開
け
る
と
、
化
け
物
が
は
い
だ
人
の
髷
が
百
以
上
も
見

つ
か
っ
た
。
こ
れ
以
後
怪
異
は
絶
え
た
。
伯
夷
は
（
な
ん
の
祟
り

も
な
く
）
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
、
益
陽
県
長
と
な
っ
た
。

『
楚
辞
』
に
「
鱉
令
の
屍
が
い
な
く
な
り
、
長
江
を
遡
っ
て
岷
山

の
麓
ま
で
行
っ
て
蘇
生
し
た
。
蜀
の
人
は
彼
を
神
と
し
、
尊
ん
で

王
に
立
て
た
」
と
あ
る
。
前
漢
の
淮
陽
太
守
（
都
尉
）
尹
斉
は
、

そ
の
治
政
が
厳
酷
だ
っ
た
た
め
、
死
ん
で
ま
だ
納
棺
し
な
い
う
ち

に
、
怨
み
を
も
っ
た
人
々
が
屍
を
焼
こ
う
と
し
た
。
す
る
と
屍
が

飛
び
去
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
史
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
鄭
奇
が
楼
に
連
れ
込
ん
だ
死
婦
の
話
も
、
作
り
話
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

世
間
多
有
伐
木
血
出
以
爲
怪
者

13
謹
按
，
桂
陽
太
守
江
夏
張
遼
叔
高(

１)

，
去
鄢
令(

２)

家
居
，
買
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田
，
田
中
有
大
樹
十
餘
圍
，
扶
疏
蓋
數
畝
地(

３)

，
播
不
生
穀
，
遣

客(

４)

伐
之
，
木
中
血
出(

５)

，
客
驚
怖
，
歸
，
以
其
事
白
叔
高
。

叔
高
大
怒
，
曰
「
老
樹
汁
出
，
此
何
等
血(

６)

。
」
因
自
嚴
行
復
斫

之
，
血
大
流
灑
。
叔
高
使
先
斫
其
枝
，
上
有
一
空
處
，
白
頭
公
可

長
四
五
尺
，
忽
出(

７)

往
赴
叔
高
，
叔
高
乃
逆
格
之(

８)

，
凡
殺
四

頭(

９)

。
左
右
皆
怖
伏
地
，
而
叔
高
恬
如
也(

)

。
徐
熟
視
，
非
人

10

非
獸
也
，
遂
伐
其
木(

)

。
其
年
司
空
辟
侍
御
史(

)

，
後
爲
兗
州

11

12

刺
史
，
以
二
千
石
之
尊(

)

，
過
鄕
里
，
薦
祝
祖
考
。
白
日
繡
衣
，

13

榮
羨
如
此(

)

，
其
禍
安
居(

)

。
春
秋
國
語
曰
「
木
石
之
怪
夔
、

14

15

魍
魎(

)

。」
物
惡
能
害
人
乎
。

16

〔
注
〕

(

１)

『
後
漢
書
』
郡
國
志
四
荊
州
「
江
夏
郡
，
高
帝
置
，
雒
陽
南
千
五
百
里
。･･

･

桂
陽
郡
，
高
帝
置
，
上
領
山
，
在
雒
陽
南
三
千
九
百
里
。
」『
太
平
廣
記
』
四

一
五
に
「
張
叔
高
」
と
題
し
「
出
風
俗
通
」
と
し
て
載
録
す
る
。
ま
た
『
搜
神

記
』
一
八
に
こ
の
話
が
あ
る
が
、「
魏
桂
陽
太
守
江
夏
張
遼
字
叔
高
」
と
す
る
。

下
注
に
指
摘
す
る
以
外
に
も
異
同
が
あ
る
。

(

２)

『
搜
神
記
』「
去
鄢
陵
」
に
作
る
。『
太
平
廣
記
』
に
は
こ
の
三
字
は
な
く
、

「
留
其
使
」
が
あ
る
。
郡
國
志
二
豫
州
「
潁
川
郡
，
秦
置
。･

･
･

鄢
陵
，
春
秋

時
曰
鄢
。」

(

３)

『
搜
神
記
』「
枝
葉
扶
疏
，
蓋
地
數
畝
」
に
作
る
。

(

４)

佃
客
。
小
作
人
の
こ
と
。

(

５)

『
搜
神
記
』「
斧
數
下
，
有
赤
汁
六
七
斗
出
」
に
作
る
。

(

６)

『
搜
神
記
』「
樹
老
汁
赤
，
如
何
得
怪
」
に
作
る
。

(

７)

『
搜
神
記
』「
見
白
頭
公
，
可
長
四
五
尺
，
突
出
」
に
作
る
。

(

８)

『
搜
神
記
』「
高
以
刀
逆
格
之
」
に
作
る
。

(

９)

『
搜
神
記
』「
如
此
凡
殺
四
五
頭
，
並
死
」
に
作
る
。

(
)

『
搜
神
記
』「
叔
高
神
慮
怡
然
如
舊
」
に
作
る
。

10

(
)

『
搜
神
記
』
こ
の
句
の
下
に
「
此
所
謂
木
石
之
怪
夔
、
魍
魎
者
乎
」
が
あ
る
。

11

(
)

「

世
間
多
有
精
物
妖
怪
百
端
」
注(

３)

参
照
。

12

12

(
)

『
後
漢
書
』
百
官
志
五
「
外
十
二
州
，
每
州
刺
史
一
人
，
六
百
石
。
本
注
曰

13秦
有
監
御
史
，
監
諸
郡
。
漢
興
省
之
，
但
遣
丞
相
史
分
刺
諸
州
，
無
常
官
。
孝

武
帝
初
置
刺
史
十
三
人
，
秩
六
百
石
。
成
帝
更
爲
牧
，
秩
二
千
石
。
建
武
十
八

年
（
四
二
）
復
爲
刺
史
，
十
二
人
各
主
一
州
，
其
一
州
屬
司
隷
校
尉
。」

(
)

『
搜
神
記
』
「
白
日
繡
衣
榮
羨
」
に
作
る
。『
史
記
』
項
羽
本
紀
「
項
王
見

14秦
宮
室
皆
以
燒
殘
破
，
又
心
懷
思
欲
東
歸
，
曰
『
富
貴
不
歸
故
鄕
，
如
衣
繡
夜

行
，
誰
知
之
者
。
』」

(
)

『
搜
神
記
』「
竟
無
他
怪
」
に
作
り
、
終
わ
る
。

15

(
)

『
國
語
』
魯
語
下
「
季
桓
子
穿
井
，
獲
如
土
缶
，
其
中
有
羊
焉
。
使
問
之
仲

16
尼
曰
『
吾
穿
井
而
獲
狗
，
何
也
。
』
對
曰
『
以
丘
之
所
聞
，
羊
也
。
丘
聞
之
，

木
石
之
怪
曰
夔
、
蝄
蜽
，
水
之
怪
曰
龍
、
罔
象
，
土
之
怪
曰
羵
羊
。」
韋
昭
注

「
木
石
，
謂
山
也
。
或
云
『
夔
，
一
足
，
越
人
謂
之
山
繅
，
音
騷
，
或
作

，

富
陽
有
之
，
人
面
猴
身
，
能
言
。
或
云
獨
足
。
』
蝄
蜽
，
山
精
，
傚
人
聲
而
迷

惑
人
也
。」

〔
訳
〕

謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。
桂
陽
太
守
の
江
夏
郡
の
張
遼
字
叔

高
は
鄢
陵
県
令
を
退
任
し
た
後
、
郷
里
の
家
に
帰
り
田
を
買
っ
た
。

田
の
中
に
太
さ
が
十
囲
以
上
の
大
樹
が
あ
っ
て
、
繁
っ
た
枝
葉
は

数
畝
の
地
面
を
覆
い
、
そ
こ
に
は
穀
物
の
種
を
ま
い
て
も
生
え
て

こ
な
い
。
小
作
人
を
や
っ
て
伐
採
さ
せ
る
と
木
か
ら
血
が
出
て
き

た
。
小
作
人
は
驚
き
怖
じ
け
づ
き
、
帰
っ
て
事
を
叔
高
に
報
告
し

た
。
叔
高
は
激
怒
し
て
「
老
樹
が
樹
液
を
出
し
た
だ
け
だ
。
血
の

わ
け
が
な
い
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
自
ら
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
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一
四
頁

て
出
か
け
、
ま
た
大
樹
を
伐
る
と
、
血
が
大
量
に
流
れ
出
た
。
叔

高
が
先
に
枝
を
伐
り
落
と
さ
せ
る
と
、
上
の
方
に
う
ろ
が
あ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
四
、
五
尺
の
背
丈
の
白
頭
の
男
ら
し
き
も
の
が
ふ
い
に

出
て
き
て
叔
高
に
向
か
っ
て
き
た
。
叔
高
は
そ
れ
を
受
け
と
め
て

格
闘
し
、
全
部
で
四
頭
殺
し
た
。
そ
ば
に
い
た
も
の
は
み
な
怖
れ

地
面
に
伏
せ
て
し
ま
っ
た
が
、
叔
高
だ
け
は
平
気
な
様
子
を
し
て

い
た
。
落
ち
着
い
て
よ
く
見
る
と
、
人
で
も
獣
で
も
な
い
。
そ
れ

か
ら
樹
を
伐
っ
た
。
そ
の
年
叔
高
は
司
空
の
府
に
辟
さ
れ
て
侍
御

史
と
な
り
、
そ
の
後
袞
州
刺
史
と
い
う
二
千
石
の
碌
を
食
む
尊
位

を
得
た
。
任
地
に
赴
く
途
中
郷
里
に
立
ち
寄
り
、
父
祖
の
祀
り
を

し
た
。
白
昼
堂
々
と
故
郷
に
錦
を
飾
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
栄
誉

は
誠
に
羨
む
ば
か
り
で
あ
る
。
大
樹
を
伐
っ
た
祟
り
は
全
く
な
く

平
穏
に
過
ご
し
た
。
『
国
語
』
魯
語
に
「
木
石
の
怪
は
夔
、
魍
魎
」

と
い
う
孔
子
の
言
葉
を
載
せ
る
が
、
物
の
怪
が
現
れ
て
も
（
平
然

と
し
て
い
れ
ば
）
人
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
な
ど
ど
う
し
て
で
き

よ
う
か
。

世
間
多
有
蛇
作
怪
者

14
謹
按
，
車
騎
將
軍(

１)

巴
郡(

２)

馮
緄
鴻
卿(

３)

爲
議
郞(

４)
，
發

綬
笥
，
有
二
赤
蛇
，
可
長
二
尺
，
分
南
北
走
，
大
用
憂
怖
。
許
季

山
孫
字
寧
方
，
得
其
先
人
祕
要(

５)

，
緄
請
使
卜
，
云
「
君
後
三
歳

當
爲
邊
將
，
東
北
四
五
千
里
，
官
以
東
爲
名
，
復
五
年
爲
大
將
軍

南
征
，
此
吉
祥
。
」
鴻
卿
意
解
，
實
應
且
惑
。
居
無
幾
，
拜
尚
書(

６)

、

遼
東
太
守
、
廷
尉
、
太
常(

７)

。
會
武
陵
蠻
夷
黃
高
攻
燒
南
郡(

８)

，

鴻
卿
以
威
名
素
著
，
選
登
亞
將
，
統
六
師
之
任(

９)

，
奮
虓
虎
之
勢

(
)

。
後
爲
屯
騎
校
尉
、
將
作
大
匠
、
河
南
尹(

)

，
復
再
臨
理
官

10

11

(
)

，
紀
數
方
面(

)

，
如
寧
方
之
言
。
春
秋
外
蛇
與
内
蛇
鬪(

)

，

12

13

14

文
帝
時
亦
復
有
此(

)

，
傳
志
著
其
云
爲(

)

，
而
鴻
卿
獨
以
終
吉
，

15

16

豈
所
謂
或
得
神
以
昌
乎(

)

。

17

〔
注
〕

(

１)

『
後
漢
書
』
百
官
志
一
「
將
軍
，
不
常
置
。
本
注
曰
掌
征
伐
背
叛
。
比
公
者

四
，
第
一
大
將
軍
，
次
驃
騎
將
軍
，
次
車
騎
將
軍
，
次
衞
將
軍
。
又
有
前
、
後
、

左
、
右
將
軍
。」

(

２)

『
後
漢
書
』
郡
國
志
五
益
州
「
巴
郡
，
秦
置
。･

･･

宕
渠
，
有
鐵
。」

(

３)

『
後
漢
書
』
張
法
滕
馮
度
楊
列
傳
「
馮
緄
字
鴻
卿
，
巴
郡
宕
渠
人
也
。
少
學

春
秋
、
司
馬
兵
法
。（
安
帝
建
光
元
年
（
一
二
一
）、
幽
州
刺
史
で
あ
っ
た
父
煥

は
、
玄
菟
太
守
姚
光
と
と
も
に
怨
者
が
偽
造
し
た
詔
に
よ
っ
て
罪
に
問
わ
れ
た
。

姚
光
は
斬
ら
れ
、
煥
は
捕
ら
え
ら
れ
て
自
殺
し
よ
う
と
し
た
が
、
詔
に
疑
い
を

抱
い
た
緄
に
止
め
ら
れ
、
上
書
し
て
訟
え
偽
造
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
）
會
煥

病
死
獄
中
，
帝
愍
之
，
賜
煥
、
光
錢
各
十
萬
，
以
子
爲
郞
中
。
緄
由
是
知
名
。
」

こ
の
話
は
馮
緄
傳
に
は
な
い
が
、
方
術
列
傳
下
許
曼
傳
に
見
え
る
。
注(

５)

参

照
。
ま
た
『
搜
神
記
』
九
に
載
録
す
る
。『
太
平
廣
記
』
四
五
六
、『
太
平
御
覽
』

九
三
四
は
『
風
俗
通
』
を
出
典
と
し
て
載
せ
る
。

(

４)

『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
上
「
郞
中
令
，
秦
官
，
掌
宮
殿
掖
門
戸
，
有
丞
。
武

帝
太
初
元
年
更
名
光
祿
勳
。
屬
官
有
大
夫
、
郞
、
謁
者
，
皆
秦
官
。･

･
･

郞
掌

守
門
戸
，
出
充
車
騎
，
有
議
郞
、
中
郞
、
侍
郞
、
郞
中
，
皆
無
員
，
多
至
千
人
。

議
郞
、
中
郞
，
秩
比
六
百
石
，
侍
郞
比
四
百
石
，
郞
中
比
三
百
石
。」
馮
緄
傳

に
は
議
郞
に
な
っ
た
こ
と
は
見
え
な
い
。

(

５)

許
季
山
は
許
峻
、
「

世
間
多
有
精
物
妖
怪
百
端
」
に
見
え
る
。
寧
方
は

12

許
曼
。
同
條
注(

６)

参
照
。
方
術
列
傳
下
「
曼
少
傳
峻
學
。
桓
帝
時
，
隴
西
太

守
馮
緄
始
拜
郡
，
開
綬
笥
，
有
兩
赤
蛇
分
南
北
走
。
緄
令
曼
筮
之
。
卦
成
，
曼

曰
『
三
歳
之
後
，
君
當
爲
邊
將
，
官
有
東
名
，
當
東
北
行
三
千
里
。
復
五
年
，
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一
五
頁

更
爲
大
將
軍
，
南
征
。
』
延
熹
元
年
（
一
五
八
）
，
緄
出
爲
遼
東
太
守
，
討
鮮
卑
，

至
五
年
（
一
六
二
），
復
拜
車
騎
將
軍
，
擊
武
陵
蠻
賊
，
皆
如
占
。」

(
６)

百
官
志
三
「
尚
書
令
一
人
，
千
石
。
本
注
曰
承
秦
所
置
，
武
帝
用
宦
者
，

更
爲
中
書
謁
者
令
，
成
帝
用
士
人
復
故
。
掌
凡
選
署
及
奏
下
尚
書
曹
文
書
衆
事
。

･
･
･

尚
書
六
人
，
六
百
石
。」

(

７)

郡
國
志
五
幽
州
「
遼
東
郡
，
秦
置
。
雒
陽
東
北
三
千
六
百
里
。
」
百
官
志

二
「
廷
尉
，
卿
一
人
，
中
二
千
石
。
本
注
曰
掌
平
獄
，
奏
當
所
應
。
凡
郡
國
讞

疑
罪
，
皆
處
當
以
報
。」
同
「
太
常
，
卿
一
人
，
中
二
千
石
。
本
注
曰
掌
禮
儀

祭
祀
。
」
馮
緄
傳
「
初
舉
孝
廉
，
七
遷
爲
廣
漢
屬
國
都
尉
，
徵
拜
御
史
中
丞
。

順
帝
末
（
一
四
四
），･

･
･

遷
隴
西
太
守
。
後
鮮
卑
寇
邊
，
以
緄
爲
遼
東
太
守
，

曉
喩
降
集
，
虜
皆
弭
散
。
徵
拜
京
兆
尹
，
轉
司
隷
校
尉
，
所
在
立
威
刑
。
遷
廷

尉
、
太
常
。」

(

８)

郡
國
志
四
荊
州
「
南
郡
，
秦
置
。
雒
陽
南
一
千
五
百
里
。･

･
･

武
陵
郡
，

秦
昭
王
置
，
名
黔
中
郡
，
高
帝
五
年
更
名
。
雒
陽
南
二
千
一
百
里
。
」
馮
緄
傳

「
時
長
沙
蠻
寇
益
陽
，
屯
聚
積
久
，
至
延
熹
五
年
（
一
六
二
）
，
衆
轉
盛
，
而

零
陵
蠻
賊
復
反
應
之
，
合
二
萬
餘
人
，
攻
燒
城
郭
，
殺
傷
長
吏
。
又
武
陵
蠻
夷

悉
反
，
寇
掠
江
陵
閒
，
荊
州
刺
史
劉
度
、
南
郡
太
守
李
肅
並
奔
走
荊
南
，
皆
没
。

於
是
拜
緄
爲
車
騎
將
軍
，
將
兵
十
餘
萬
討
之
，
詔
策
緄
曰
『･

･
･

將
軍
素
有
威

猛
，
是
以
擢
授
六
師
。･

･
･

今
非
將
軍
，
誰
與
修
復
前
迹
。
進
赴
之
宜
，
權
時

之
策
，
將
軍
一
之
，
出
郊
之
事
，
不
復
内
御
。
已
命
有
司
祖
于
國
門
。
詩
不
云

乎
，
進
厥
虎
臣
，
闞
如
虓
虎
，
敷
敦
淮
濆
，
仍
執
醜
虜
。
將
軍
其
勉
之
。』･

･
･

緄
軍
至
長
沙
，
賊
聞
，
悉
詣
營
道
乞
降
。
進
擊
武
陵
蠻
夷
，
斬
首
四
千
餘
級
，

受
降
十
餘
萬
人
，
荊
州
平
定
。」

(

９)

桓
帝
の
詔
中
の
語
に
よ
る
。
注(

８)

参
照
。
李
賢
注
「
六
師
猶
六
軍
也
，

詩
云
『
整
我
六
師
，
以
修
我
戎
』
也
。
」『
詩
經
』
大
雅
常
武
「
王
命
卿
士
，
南

仲
大
祖
，
大
師
皇
父
，
整
我
六
師
，
以
脩
我
戎
，
既
敬
既
戒
，
惠
此
南
國
。
」

(
)

桓
帝
の
詔
中
の
語
に
よ
る
。
注(

８)

参
照
。
李
賢
注
「
詩
大
雅
也
。
當
周

10宣
王
時
，
徐
方
、
淮
夷
反
叛
，
宣
王
乃
進
其
虎
猛
之
臣
，
謂
方
叔
、
召
虎
之
類

也
。
虓
虎
，
怒
聲
也
。
」
常
武
「
王
奮
厥
武
，
如
震
如
怒
，
進
厥
虎
臣
，
闞
如

虓
虎
，
鋪
敦
淮
濆
，
仍
執
醜
虜
，
截
彼
淮
浦
，
王
師
之
所
。」

(
)

百
官
志
四
「
將
作
大
匠
，
一
人
，
二
千
石
。
本
注
曰
承
秦
，
曰
將
作
少
府
，

11
景
帝
改
爲
將
作
大
匠
。
掌
修
作
宗
廟
、
路
寢
、
宮
室
、
陵
園
木
土
之
功
，
幷
樹

桐
梓
之
類
，
列
于
道
側
。･

･
･

屯
騎
校
尉
，
一
人
，
比
二
千
石
。
本
注
曰
掌
宿

衞
兵
。
」「
９
世
間
多
有
亡
人
魄
持
其
家
語
聲
氣
，
所
説
良
是
」
注(

３)

及
び
「
11

世
間
多
有
狗
作
變
怪
」
注(

)

参
照
。
馮
緄
傳
「
頃
之
，
拜
將
作
大
匠
，
轉
河

12

南
尹
。
上
言
『
舊
典
，
中
官
子
弟
不
得
爲
牧
人
職
』
，
帝
不
納
。
復
爲
廷
尉
。

時
山
陽
太
守
單
遷
以
罪
繫
獄
，
緄
考
致
其
死
。
遷
，
故
車
騎
將
軍
單
超
之
弟
，

中
官
相
黨
，
遂
共
誹
章
誣
緄
，
坐
與
司
隷
校
尉
李
膺
、
大
司
農
劉
祐
俱
輸
左
校
。

應
奉
上
疏
理
緄
等
，
得
免
。
後
拜
屯
騎
校
尉
，
復
爲
廷
尉
。
卒
於
官
。」

(
)

「
理
官
」
廷
尉
を
指
す
。
注(

)

参
照
。
王
利
器
は
「
理
」
の
下
で
句
切
り
、

12

11

「
官
」
を
下
句
に
繋
げ
る
。

(
)

『
國
語
』
周
語
上
「
稷
則
徧
誡
百
姓
，
紀
農
協
功
。」
韋
昭
注
「
紀
，
謂
綜

13
理
也
。
」『
韓
非
子
』
制
分
「
夫
治
法
之
至
明
者
，
任
數
不
任
人
。」
陳
奇
猷
校

注
「
法
字
當
衍
。
數
，
法
也
。」

(
)

『
春
秋
左
氏
傳
』
莊
公
十
四
年
「
鄭
厲
公
自
櫟
侵
鄭
，
及
大
陵
，
獲
傅
瑕
。

14
傅
瑕
曰
『
苟
舍
我
，
吾
請
納
君
。
』
與
之
盟
而
赦
之
。
六
月
甲
子
，
傅
瑕
殺
鄭

子
及
其
二
子
，
而
納
厲
公
。
初
内
蛇
與
外
蛇
鬭
於
鄭
南
門
中
，
内
蛇
死
。
六
年

厲
公
入
。
公
聞
之
，
問
於
申
繻
曰
『
猶
有
妖
乎
。
』
對
曰
『
人
之
所
忌
，
其
氣

焰
以
取
之
。
妖
由
人
與
也
。
人
無
釁
焉
。
妖
不
自
作
，
人
弃
常
則
妖
興
，
故
有

妖
。
』」

(
)

『
漢
書
』
五
行
志
下
之
上
「
武
帝
太
始
四
年
七
月
，
趙
有
蛇
從
郭
外
入
。
與

15邑
中
蛇
鬭
孝
文
廟
下
，
邑
中
蛇
死
。
後
二
年
秋
，
有
衞
太
子
事
。
事
自
趙
人
江

充
起
。」

(
)

『
周
易
』
繫
辭
傳
下
「
是
故
變
化
云
爲
，
吉
事
有
祥
，
象
事
知
器
，
占
事
知

16來
。」
疏
「
或
口
之
所
云
，
或
身
之
所
爲
也
。」

(
)

『
春
秋
左
氏
傳
』
莊
公
三
十
二
年
「
秋
七
月
，
有
神
降
于
莘
。
惠
王
問
諸
内

17
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一
六
頁

史
過
曰
『
是
何
故
也
。』
對
曰
『
國
之
將
興
，
明
神
降
之
，
監
其
德
也
。
將
亡

神
又
降
之
，
觀
其
惡
也
。
故
有
得
神
以
興
，
亦
有
以
亡
，
虞
夏
商
周
皆
有
之
。』
」

『
後
漢
書
』
楊
震
傳
「
（
楊
）
賜
字
伯
獻
。･

･
･

後
坐
辟
黨
人
免
。
復
拜
光
祿
大

夫
。
光
和
元
年
（
一
七
八
）
有
虹
蜺
晝
降
於
嘉
德
殿
前
，
帝
惡
之
。
引
賜
及
議

郞
蔡
邕
等
，
入
金
商
門
崇
德
署
，
使
中
常
侍
曹
節
、
王
甫
問
以
祥
異
禍
福
所
在
。

賜
仰
天
而
歎
，･

･･

乃
書
對
曰
『
臣
聞
之
經
傳
，
或
得
神
以
昌
，
或
得
神
以
亡
。

國
家
休
明
，
則
鑒
其
德
。
邪
辟
昏
亂
，
則
視
其
禍
。
』」

〔
訳
〕

謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。
車
騎
将
軍
の
巴
郡
の
馮
緄
字
鴻
卿

が
議
郞
で
あ
っ
た
時
、
印
綬
を
し
ま
う
箱
を
開
け
る
と
長
さ
二
尺

く
ら
い
の
赤
い
蛇
が
二
匹
出
て
き
て
、
南
北
に
分
か
れ
て
逃
げ
て

い
っ
た
。
鴻
卿
は
（
凶
兆
で
は
な
い
か
と
）
ひ
ど
く
心
配
し
怖
れ

た
。
許
季
山
の
孫
の
許
曼
字
寧
方
は
、
祖
父
の
卜
卦
の
秘
術
の
要

諦
を
受
け
継
い
で
い
た
。
馮
緄
は
彼
に
頼
ん
で
占
っ
て
も
ら
っ
た
。

す
る
と
「
あ
な
た
は
三
年
後
辺
地
の
将
軍
と
な
る
で
し
ょ
う
。
東

北
に
四
、
五
千
里
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
官
名
に
は
『
東
』
が
入
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
復
た
五
年
す
る
と
大
将
軍
に
な
り
、
南
征
す

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
吉
祥
で
す
」
と
い
う
。
鴻
卿

の
心
配
は
解
け
た
が
、
本
当
に
実
現
す
る
か
ど
う
か
不
安
だ
っ
た
。

程
な
く
尚
書
を
拝
命
し
、
遼
東
太
守
、
廷
尉
、
太
常
を
歴
任
し
た
。

そ
の
こ
ろ
ち
ょ
う
ど
武
陵
の
蛮
夷
、
黄
高
が
荊
州
の
南
郡
を
攻
め

焼
き
払
っ
た
。
鴻
卿
の
威
名
は
も
と
よ
り
高
か
っ
た
の
で
（
大
将

軍
に
次
ぐ
）
車
騎
将
軍
に
抜
擢
、
六
軍
の
統
帥
権
を
任
さ
れ
、
咆

哮
す
る
虎
の
如
き
勢
い
で
奮
闘
し
た
。
そ
の
後
屯
騎
校
尉
、
将
作

大
匠
、
河
南
尹
を
歴
任
し
た
。
ま
た
廷
尉
に
二
度
任
命
さ
れ
、
そ

の
方
面
を
統
括
し
た
。
寧
方
の
占
っ
た
通
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
春
秋
左
氏
伝
』
荘
公
十
四
年
に
、
鄭
国
の
外
に
い
た
厲
公
が
鄭

に
侵
入
し
鄭
君
を
殺
し
て
即
位
し
た
（
六
年
）
前
に
、
鄭
の
南
門

で
内
蛇
と
外
蛇
が
闘
っ
て
内
蛇
が
死
ぬ
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
漢
の
文
帝
（
実
は
武
帝
）
の
時
に

も
（
趙
の
城
外
か
ら
来
た
外
蛇
が
城
内
の
蛇
と
文
帝
廟
で
戦
い
、

城
内
の
蛇
が
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
二
年
後
、
衛
太
子
の

事
件
が
趙
人
江
充
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
）
同
様
の
こ
と

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
『
左
氏
伝
』
と
史
書
に
関
係
人
物

の
言
動
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
鴻
卿
の
場
合
は
（
同
じ
く

蛇
の
異
変
で
も
）
吉
で
終
わ
っ
て
い
る
。
所
謂
「
神
異
を
得
て
繁

栄
す
る
こ
と
も
あ
る
」
の
例
で
あ
ろ
う
か
。

世
間
人
家
多
有
見
赤
白
光
爲
變
怪
者

15謹
按
，
太
尉(

１)

梁
國
橋
玄
公
祖(

２)

爲
司
徒
長
史(

３)

，
五
月
末

所(

４)

，
於
中
門
外
臥
，
夜
半
後
，
見
東
壁
正
白
，
如
開
門
明
，
呼

問
左
右
，
左
右
莫
見
。
因
起
自
往
抆
摸
之
，
壁
自
如
故
，
還
牀
，

復
見
之
，
心
大
悸
動
。
其
旦
，
予
適
往
候
之
，
語
次
相
告
，
因
爲

説
「
鄕
人
有
董
彦
興
者
，
卽
許
季
山
外
孫
也(

５)

。
其
探
賾
索
隱(

６)

，

窮
神
知
化(

７)

，
雖
眭
孟(

８)

、
京
房(

９)

無
以
過
也
。
然
天
性
褊

狹
，
羞
於
卜
術
，
間
來
候
師
王
叔
茂(

)

，
請
起
往
迎
。
」
須
臾
便

10

與
俱
還
。
公
祖
虛
禮
盛
饌(

)

，
下
席
行
觴
。
彦
興
自
陳
，「
下
土(

)

11

12

諸
生
，
無
他
異
分
，
幣
重
言
甘(

)

，
誠
有
踧
踖(

)

。
頗
能
別
者
，

13

14

願
得
從
事
。
」
公
祖
辭
讓
再
三
，
爾
乃
聽
之
。
曰
「
府
君
當
有
怪
白

光
如
門
明
者
，
然
不
爲
害
也
。
六
月
上
旬
雞
鳴
時
，
南
家
哭
聲
吉
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一
七
頁

也
。
到
秋
節
遷
北
行
郡
，
以
金
爲
名
，
位
至
將
軍
、
三
公
。
」
公
祖

曰
「
怪
異
如
此
，
救
族
不
暇
，
何
能
致
望
於
所
不
圖
，
此
相
饒
耳
。
」

到
六
月
九
日
未
明
，
太
尉
楊
秉
暴
薨(

)

。
七
月
二
日
，
拜
鉅
鹿
太

15

守(
)

。
「
鉅
」
邊
有
金
，
後
爲
度
遼
將
軍
，
歷
登
三
事(

)

。
今
妖

16

17

見
此
而
應
在
彼
，
猶
趙
鞅
夢
童
子
裸
歌
而
呉
入
郢
也(

)

。

18

〔
注
〕

(

１)

『
後
漢
書
』
百
官
志
一
「
太
尉
，
公
一
人
。
本
注
曰
掌
四
方
兵
事
功
課
，
歳

盡
卽
奏
其
殿
最
而
行
賞
罰
。」

(

２)

『
後
漢
書
』
郡
國
志
二
豫
州
「
梁
國
，
秦
碭
郡
，
高
帝
改
。･

･
･

睢
陽
，
本

宋
國
閼
伯
墟
。
有
盧
門
亭
。
有
魚
門
。
有
陽
梁
聚
。
」『
後
漢
書
』
李
陳
龐
陳
橋

列
傳
「
橋
玄
字
公
祖
，
梁
國
睢
陽
人
也
。･

･
･

舉
孝
廉
，
補
洛
陽
左
尉
。･

･
･

弃

官
還
鄕
里
。
後
四
遷
爲
齊
相
，
坐
事
爲
城
旦
。
刑
竟
，
徵
，
再
遷
上
谷
太
守
，

又
爲
漢
陽
太
守
。･

･
･

後
謝
病
免
，
復
公
車
徵
爲
司
徒
長
史
，
拜
將
作
大
匠
。

桓
帝
末
（
一
六
七
）
，
鮮
卑
、
南
匈
奴
及
高
句
麗
嗣
子
伯
固
並
畔
，
爲
寇
鈔
，

四
府
舉
玄
爲
度
遼
將
軍
，
假
黃
鉞
。･

･

在
職
三
年
，
邊
境
安
靜
。･

･
･

建
寧
三

年
（
一
七
〇
），
遷
司
空
，
轉
司
徒
。･
･
･

光
和
元
年
（
一
七
八
）
遷
太
尉
。
數

月
，
復
以
疾
罷
，
拜
太
中
大
夫
，
就
醫
里
舍
。･

･
･

玄
以
光
和
六
年
（
一
八
三
）

卒
，
時
年
七
十
五
。･

･
･

及
卒
，
家
無
居
業
，
喪
無
所
殯
，
當
時
稱
之
。」
橋
玄

傳
に
こ
の
話
は
な
い
。『
搜
神
記
』
三
に
載
せ
る
。

(

３)

百
官
志
一
「
司
徒
，
公
一
人
。
本
注
曰
掌
人
民
事
。･

･
･

長
史
一
人
，
千

石
。」

(

４)

『
搜
神
記
』「
所
」
無
し
。『
漢
書
』
郊
祀
志
下
「
其
夏
，
黃
龍
見
新
豊
。
建

章
、
未
央
、
長
樂
宮
鍾
虡
銅
人
皆
生
毛
，
長
一
寸
所
，
時
以
爲
美
祥
。
」
王
先

謙
補
注
「
錢
大
昭
曰
所
猶
許
也
。
許
、
所
古
字
通
。
小
雅
『
伐
木
許
許
』
，
説

文
引
作
『
伐
木
所
所
』
。」

(

５)

許
季
山
は
許
峻
、「

世
間
多
有
精
物
妖
怪
百
端
」
注(

６)

参
照
。

12

(

６)

『
周
易
』
繫
辭
傳
上
「
探
賾
索
隱
，
鉤
深
致
遠
，
以
定
天
下
之
吉
凶
，
成
天

下
之
亹
亹
者
，
莫
大
乎
蓍
龜
。」
疏
「
賾
，
謂
幽
深
難
見
。」

(

７)

繫
辭
傳
下
「
過
此
以
往
，
未
之
或
知
也
。
窮
神
知
化
，
德
之
盛
也
。」

(

８)

『
漢
書
』
眭
兩
夏
侯
京
翼
李
傳
「
眭
弘
字
孟
，
魯
國
蕃
人
也
。
少
時
好
俠
，

鬭
雞
走
馬
，
長
乃
變
節
，
從
嬴
公
受
春
秋
。
以
明
經
爲
議
郞
，
至
符
節
令
。」

昭
帝
の
時
起
こ
っ
た
数
々
の
変
異
を
『
春
秋
』
の
意
に
照
ら
し
て
匹
夫
が
天
子

に
な
る
前
兆
と
推
察
し
、
漢
帝
は
天
命
に
従
い
賢
人
を
求
め
て
帝
位
を
譲
る
べ

き
、
と
上
書
し
た
。
時
の
大
将
軍
霍
光
に
悪
ま
れ
、
妖
言
で
衆
を
惑
わ
し
た
と

し
て
誅
に
伏
し
た
。
そ
の
後
宣
帝
が
民
間
よ
り
即
位
し
、
孟
の
子
が
徴
さ
れ
て

郎
と
な
っ
た
。

(

９)

眭
兩
夏
侯
京
翼
李
傳
「
京
房
字
君
明
，
東
郡
頓
丘
人
也
。
治
易
，
事
梁
人

焦
延
壽
。
延
壽
字
贛
。･

･
･

贛
常
曰
『
得
我
道
以
亡
身
者
，
必
京
生
也
。』
其
説

長
於
災
變
，
分
六
十
四
卦
，
更
直
日
用
事
，
以
風
雨
寒
溫
爲
候
，
各
有
占
驗
。

房
用
之
尤
精
。
好
鍾
律
，
知
音
聲
。
初
元
四
年
以
孝
廉
爲
郞
。
」
異
変
を
予
言

し
よ
く
当
た
っ
た
の
で
元
帝
に
親
任
さ
れ
た
が
、
最
後
は
政
治
を
誹
謗
し
て
い

る
な
ど
と
し
て
棄
市
さ
れ
た
。

(
)

王
暢
の
こ
と
か
。
『
後
漢
書
』
張
王
种
陳
列
傳
「
王
龔
字
伯
宗
，
山
陽
高

10平
人
也
。
世
爲
豪
族
。･

･･

永
和
元
年
（
一
三
六
）
，
拜
太
尉
。･

･･

在
位
五
年
，

以
老
病
乞
骸
骨
，
卒
於
家
。
子
暢
。･

･
･

。
暢
字
叔
茂
，･

･･

太
尉
陳
蕃
薦
暢
清

方
公
正
，
有
不
可
犯
之
色
，
由
是
復
爲
尚
書
。
尋
拜
南
陽
太
守
。･

･
･

後
徵
爲

長
樂
衞
尉
。
建
寧
元
年
（
一
六
八
）
遷
司
空
，
數
月
，
以
水
災
策
免
。
明
年
，

卒
於
家
。」

(
)

『
文
選
』
顏
延
之
「
陶
徵
士
誄
」「
世
霸
虛
禮
，
州
壤
推
風
。」
李
善
注
「
世

11霸
，
謂
當
世
而
霸
者
也
。
蔡
伯
喈
郭
有
道
碑
曰
『
州
郡
聞
德
，
虛
己
備
禮
。
』」

『
論
語
』
鄕
黨
「
有
盛
饌
，
必
變
色
而
作
。
」
何
晏
集
解
「
孔
曰
『
作
，
起
也
。

敬
主
人
之
親
饋
。
』」

(
)

『
潛
符
論
』
三
式
「
下
土
邊
遠
，
能
詣
闕
者
，
萬
無
數
人
，
其
得
省
治
，
不

12能
百
一
。」

(
)

『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
十
一
年
「
楚
子
在
申
，
召
蔡
靈
侯
。
靈
侯
將
往
。
蔡

13
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一
八
頁

大
夫
曰
『
王
貪
而
無
信
，
唯
蔡
於
感
。
今
幣
重
而
言
甘
，
誘
我
也
。
不
如
無
往
。
』」

(
)

鄕
黨
「
孔
子
於
鄕
黨
，
恂
恂
如
也
。･･

･

君
在
，
踧
踖
如
也
，
與
與
如
也
。」

14何
晏
集
解
「
馬
曰
『
君
在
，
視
朝
也
。
踧
踖
，
恭
敬
之
貌
。
與
與
，
威
儀
中
適

之
貌
。
』」

(
)

『
後
漢
書
』
桓
帝
紀
「
延
熹
八
年
（
一
六
五
）
五
月
丙
戌
，
太
尉
楊
秉
薨
。
」

15

(
)

橋
玄
傳
に
は
鉅
鹿
太
守
に
な
っ
た
こ
と
を
載
せ
な
い
。
蔡
邕
「
太
尉
喬
公

16碑
」「
詔
書
印
綬
卽
家
拜
上
谷
太
守
，
遷
漢
陽
太
守
。
徵
拜
議
郞
、
司
徒
長
史
、

鉅
鹿
太
守
。
被
詔
書
爲
將
作
大
匠
，
爲
受
罰
者
所
章
，
拜
議
郞
、
卽
徵
拜
度
遼

將
軍
，
遷
河
南
尹
、
少
府
、
大
鴻
臚
，
遂
陟
司
空
、
司
徒
，
託
痾
遜
位
。
起
家

拜
尚
書
令
，
以
疾
篤
稱
，
拜
光
祿
大
夫
。
後
拜
太
尉
，
久
病
自
替
，
復
爲
少
府
、

太
中
大
夫
。
春
秋
七
十
五
，
光
和
七
年
（
一
八
四
）
五
月
甲
寅
薨
。
」
光
和
七

年
は
中
平
に
改
元
さ
れ
て
い
る
。
『
後
漢
書
』
は
「
光
和
六
年
卒
，
時
年
七
十

五
」
と
す
る
。

(
)

「
三
事
」
は
三
公
（
太
尉
、
司
徒
、
司
空
）
の
こ
と
。
注(

２)
(

)

参
照
。

17

16

(
)

『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
三
十
一
年
「
十
二
月
辛
亥
，
朔
日
有
食
之
。
是
夜
也
，

18趙
簡
子
夢
童
子
臝
而
轉
以
歌
。
旦
占
諸
史
墨
曰
『
吾
夢
如
是
，
今
而
日
食
何
也
。
』

對
曰
『
六
年
及
此
月
也
，
呉
其
入
郢
乎
。
終
亦
弗
克
。
入
郢
必
庚
辰
，
日
月
在

辰
尾
，
庚
午
之
日
，
日
始
有
謫
，
火
勝
金
，
故
弗
克
。
』」

〔
訳
〕

謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。
太
尉
の
橋
玄
字
公
祖
が
司
徒
の
長

史
だ
っ
た
と
き
の
こ
と
、
五
月
の
末
頃
、
宮
中
の
中
門
の
外
側
で

宿
直
を
し
て
い
た
。
夜
半
過
ぎ
に
東
壁
が
真
っ
白
で
、
門
を
開
け

た
よ
う
に
明
る
く
な
っ
て
い
た
。
部
下
を
呼
ん
で
聞
く
と
、
部
下

は
何
も
見
え
ま
せ
ん
と
言
う
。
そ
こ
で
起
き
上
が
っ
て
自
分
で
行

っ
て
壁
を
さ
す
る
と
、
壁
は
自
ず
と
も
と
ど
お
り
に
な
っ
た
。
床

に
戻
る
と
ま
た
光
を
見
た
の
で
、
（
不
安
で
）
心
臓
が
激
し
く
動
悸

を
打
っ
た
。
そ
の
翌
朝
私
（
応
劭
）
が
た
ま
た
ま
彼
の
所
へ
挨
拶

に
行
く
と
、
昨
夜
の
次
第
を
語
っ
た
。
そ
こ
で
彼
に
言
っ
た
、
「
私

の
同
郷
の
董
彦
興
は
あ
の
許
季
山
の
外
孫
で
す
。
外
祖
父
の
卜
占

の
術
を
受
け
継
い
で
、
奥
深
く
隠
さ
れ
た
真
実
を
探
り
索
め
、
神

の
意
図
と
変
化
の
法
則
を
窮
め
知
る
こ
と
は
、
眭
孟
・
京
房
よ
り

も
優
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
偏
狭
な
性
質
で
、
卜
占
の
術
で
世
す

ぎ
を
し
て
い
る
こ
と
を
恥
じ
て
い
ま
す
。
平
素
か
ら
よ
く
師
匠
の

王
叔
茂
先
生
を
訪
ね
て
く
る
の
で
、
ど
れ
私
が
迎
え
に
い
っ
て
き

ま
し
ょ
う
。
」
私
は
こ
う
言
う
と
す
ぐ
出
か
け
ま
も
な
く
連
れ
て
戻

っ
て
き
た
。
公
祖
は
彼
に
へ
り
く
だ
っ
て
ご
ち
そ
う
で
も
て
な
し
、

席
を
下
り
て
酒
を
勧
め
た
。
公
祖
か
ら
話
を
も
ち
出
す
ま
で
も
な

く
彦
興
は
自
分
か
ら
「
田
舎
の
書
生
で
何
の
身
分
で
も
ご
ざ
い
ま

せ
ん
の
に
、
こ
の
よ
う
な
過
分
な
お
も
て
な
し
と
も
っ
た
い
な
い

お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
誠
に
恐
縮
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
か

私
に
で
き
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
た

く
存
じ
ま
す
」
と
言
い
出
し
た
。
公
祖
は
再
三
辞
退
し
た
も
の
の

そ
う
言
わ
れ
る
の
で
、
事
を
説
明
し
た
。
彦
興
が
占
っ
て
言
う
に

は
、「
あ
な
た
様
は
壁
が
白
く
光
っ
て
門
が
開
い
た
よ
う
な
の
を
（
自

分
だ
け
が
）
見
ら
れ
て
自
分
に
災
い
が
お
こ
る
と
心
配
し
て
お
ら

れ
る
よ
う
で
す
ね
。
し
か
し
何
の
害
も
起
こ
り
ま
せ
ん
。
六
月
上

旬
の
鶏
鳴
時
に
南
の
家
で
人
が
亡
く
な
り
哭
き
声
が
し
ま
す
が
吉

で
す
。
秋
に
な
る
と
北
方
に
転
任
し
郡
政
を
取
る
こ
と
に
な
り
ま

す
、
郡
名
に
は
「
金
」
の
字
が
入
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
位
は
将

軍
、
三
公
に
ま
で
登
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
」
公
祖
は
「
こ
の
よ
う
な

怪
異
を
目
に
し
た
か
ら
に
は
、
一
族
を
守
る
だ
け
で
も
大
変
な
の

に
、
ど
う
し
て
思
い
も
か
け
な
い
望
み
を
持
て
ま
し
ょ
う
か
。
こ
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一
九
頁

れ
は
私
を
慰
め
て
下
さ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
六
月
九

日
未
明
に
な
り
、
太
尉
の
楊
秉
が
に
わ
か
に
薨
去
し
た
。
七
月
二

日
に
鉅
鹿
太
守
を
拝
命
し
た
。
「
鉅
」
の
中
に
は
「
金
」
が
あ
る
。

そ
の
後
度
遼
将
軍
と
な
り
、
三
公
を
歴
任
し
た
。
今
妖
が
こ
こ
で

現
れ
た
の
に
、
そ
の
応
が
ず
っ
と
後
に
お
こ
っ
た
の
は
、
『
春
秋
左

氏
伝
』
昭
公
三
十
一
年
に
記
さ
れ
て
い
る
「
日
食
の
前
夜
に
趙
鞅

が
見
た
裸
の
童
子
が
歌
を
歌
っ
て
い
る
夢
の
応
が
、
翌
日
の
日
食

で
は
な
く
、
六
年
後
呉
が
楚
の
都
郢
に
攻
め
入
る
こ
と
で
あ
っ
た
」

の
と
同
様
だ
ろ
う
。
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